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營
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道

路

交

通

の

安

全

マ

)

自

動

韋

速

度

の

制

限

に

就

て

增

‘

弁
幸
雄

m m m

道
路
交
通
上
.の
問
題
は
大
小
無
數
に
存
在
す
る
が
、
就
中
、
最
も
董
耍
に
し
て
盟
っ
.最
も
极
本
的
な
も
の
と
し
て
は
、
如
何
に
し
て 

1

走
時
.間
巧
に
可
及
的
多
量
の
交
通
を
處
理
す
べ
き
か
と
云
ふ
こ
と
，
及
び
.
"
如
何
に
し
て
交
通
事
故
を
少
か
ら
し
む
べ
き
か
と
云
ふ 

と
と
、
換
言
す
れ
ば
、
交
通
流
動
量
め
間
題
と
交
通
安
全
の
問
題
と
の
雨
者
を
擧
げ
.な
け
れ
ば
な
ら
な
レ
。
一'而
も
此
の
雨
者
に
と
っ
て 

は
、
交
通
主
體
の
移
動
の
遲
速
即
ち
速
度
の
大
小
と
云
ふ
ご
と
’が
至
大
の
關
係
を
有
す
る
の
で
あ
る
。

道
路
上
に
於
け
る
交
通
主
體
の
移
動
の
速
度
が
近
代
に
於
て
急
速
に
向
上
を
來
し
た
と
と
は
鼓
に
樓
說
を
要
し
な
い
程
に
周
知
の
事 

實
で
あ
.え
が
，
'抑
々
溯
か
る
速
废
.の
向
上
を
見
る
に
至
っ
た
原
因
は
、
之
を
技
術
的
の
見
地
か
ら
見
れ
ば
動
力
の
改
善
、
特
に
機
械
的 

動
力
を
以
て
后
然
的
動
力
‘に
換
へ
た
と
と
に
在
る
。
蓋
し
、
速
度
の
決
定
.原
因
の一

た
る
動
力
は
、
人
力
又
は
動
物
力
等
の
場
合
に
は 

そ
れ
自
身
を
强
大
化
す
る
と
と
は
困
難
で
あ

，

っ
て
♦

通

路

又
は
蓮

搬

器
具
の
方
面
に
於
け
る
改

善

.

に
依
る
以
外
に
は
速
度
向
上
の
途
が 

道
路
交
通
の
安
全
マ』

自

動

車

速

度

の

制

限

に

就

て

/ 
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道
路
交
通
の
安
全
-さ
自
動
車
速
度
-め
制
眼
に
就
て
‘
. 

ニ 

‘ (
l
l
r
r
a
o
)

_

無
い
に
反
し
、
機
械
的
動
力
.の
場
合
に
は
、
.そ
れ
自
身
が
自
然
的
動
力
よ
り
も
强
大
で
あ
る
の
'み
な
ら
す
、
改
善
に
よ
っ
て
之
を一

層 

，
弾
大
.化
す
る
こ
と
..ザ能
で
あ
れ
容
易
で
あ
る
か
ら
で
あ
る

。
'

:

.

.併
：
し

、

之

を

极

本

的

：
，に

者

へ

.て
見
れ
ば
、
適
度
の
向
上
は
、
人
間
が
交
通
に
對
し
て
又
は
交
通
を
行
ふ
に
際
し
て
懷5

て
f

所
の 

根
本
的
な
耍
隶
か
ら
生
：ま
れ
來
ウ
た
も
の
で
あ
る
、
と
云
ふ
こ
：と
が
出
來
る
'。
蓋
し
、
交
通
'の
實
質
的
灼
容
を
爲
す
所
の
も
の
は
距
離 

の
報
服
で
あ
り
空
間
の
.克
服
で
.あ
る
，
獨
ウ
て
一
面
に
於
て
は
、
所
要
時
間
が
距
離
の
絶
無
又
は
極
少
の
場
合
に
於
け
る
と
同
樣
に
極 

度
に
短
縮
さ
れ
る
と
と
を
以
て
交
.通
の
極
致
と
'し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
が
X
此
の
所
要
時
間
の
極
度
の
短
縮
は
交

通

速
度
の
極

虔

の

檢
 

加
に
よ
つ
て
可
能
と
な
る
も
の
で
あ
る
か
ら
で
あ
る
。

. 

‘ 

.

‘
.

今
、
之
を
赖
A

體
的
に
考
へ
て
，
交
通
勤
務
.需
耍
者
各
個
人
の
經
‘濟
の
見
地
か
ら
云
へ
ぱ
、
.そ
れ
は
高
速
度
に
伴
ふ
利
益
に
基5

て
.耍
求
さ
れ
た
も
の
で
あ
.る
と
云
ふ
こ
と
が
お
来
る
。
蓋
し
、
旅
行
者
の
場
合
に
在
て
は
、
：高
速
度
に
よ
っ
てj

種
の
爽
快
味
を
感
す

.

る
と
云
ふ
心
理
的
な
方
面
を
.紫
，慮

の

外

に

置

く

と

し

♦
.て
も
.
猶
に
高
速
度
の
給
嚴
と
し
て
生
す
る
速
達
に
よ
っ
て
、
消
極
的
に
は
時
間

.

と
費
用
と
を
節
約
し
、
積
極
的
に
は
旅
行
目
的
を
一
層
迅
速
に
達
成
す
る
の
利
益
を
得
る
と
と
が
出
來
る
。
叉
、
貨
物
の
運
送
の
場
合

に
在
て
は
，
其
の
發
送
者
又
は
受
取
人
は
、
同
じ
ぐ
高
速
廣
の
結
染
た
る
速
達
に
よ
っ
て
貨
物
の
引
渡
又
は
入
手
を
迅
速
に
し
、
之
に

よ
っ
て
利
于
そ
の
他
の
費
用
の
節
約
、
普
業
の
囘
轉
卒
の
.向
上
等
.の
利
益
'を
得
る/J

と
が
出
來
る
.。
從
ウ
て
、
.

假
<{1:1

一
般
的
に
云
っ
て
.

ゾ
高
速
度
に
はnr

リ
大
な
る
貴
用
を
要
す
る
と
は
云
へ
、’一

方
で
.耍
す
る
此
の
出
.費
，の
墻
加
が
他
方
で
獲
得
さ
れ
る
利
益
の
槍
加
に
よ
っ

,

て
償
は
れ
る
限
り
は
敬
て
高
費
を
，支
拂
ふ
：の
熊
度
に
出
る
め
が
通
例
で
あ
る
か
ら
、
：高
速
度
交
通
が
實
行
可
.能
と
な
る
の
で
あ
る
、
と
 

'見

る

と

と
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出

來

る

か

ら

で
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.る
0 

. 

、

...

.

. 

.
 

. .

.

.

.
■ 

- 

.
- 

-
.
.
. 

■

-
 

! 

■ 

. 

■ 

- 

. 

-’
. 

，■ 

. 

■ 

■

—

—
i—

m
w
l
M
i
—

H
—

M
l
—

t—
H
M
—

M
M
M
—

—
—

—-i—
—

.

.

.

.

.

.

.

..

.

.

■

’又
"
.蓮
送
勤
務
の
供
給
者
の
.立
場
か
ら
見
れ
ぱ
•
.高
速
度
ま
行
せ
ず
る
程
歡
ま
.で
は
蓮
送
費
の
し
め
る
と
.
云ふポ翁に
 

よ
つ
て
支
持
さ
れ
耍
求
さ
れ
て
，お
る
、
と
云
ふ
と
と
.が
出
來
る
。
蓋
し
何
れ
の
交
进
機
關
又
は
交
通
要
具
の
場
合
に
在
て
も
変
用 

.の
費
用
を
分
析
し
て
見
れ
ば
、
其
の
中
に
は
、
時
間
の
經
過
の
み
に
よ
っ
て
生
す
る
部
分
と
，
.走
行
に
基
い
て
距
働
に
略
々
比
例
し
て 

生
す
る
部
分
と
が
I

而
し
‘
s

i
、
I

に
‘於
て
は
速
度
の
ま
の
影
響
を
受
け
な
？

個
々
の
一
走
行
に
.割
り
當
て
ら
れ 

た
額
に
至
っ
て
は
、(

走
行
度
敷
が
一
應
は
速
度
に
比
例
す
る
關
係
か
ら)

高
速
度
と
な
る
に
從
っ
て
減
ル
す
る
.。
又
後
^
は̂

速

.
m力 

大
と
な
る
に
っ
れ
て
或
.る
眼
度
ま
で
は
次
第
に
低
減
し
、
此
の
陽
度
を
®
票
と
反
對
に
漸
次
繁
す
る
。
故
に
、一

?

の
農
ま
で
は 

速
度
を
高
め
る
こ
と
が一

一
重
の
意
味
で
有
利
で
あ
り
、
此
の
眼
度
を
艇
え
て
も
前
者
に
於
け
る
利
益
と
後
者
に
於
け
る
不
利
と
が
均
衡 

を
保
ウ
點
に
#
す
る
ま
で
は
、
速
度
を
高
め
る
こ
と
が
依
然
と
し
て
有
利
で
あ
る
か
ら
で
あ
る
C 

.
斯
く
し
て
、
.馬
車
に
せ
よ
自

®1

単 

に
t
よ
、
速
虔
低
き
が
爲
に
‘一
日
.一
往
復
し
か
爲
し
得
な
い
場
合
に
も
、
速
度
を
！
一
倍
又
ゆ
そ
れ
以
上
に
堆
加
す
れ
ば
'一
日
一
一
往
復
を 

ん
元
了
す
，る

J0

と
も
可
能
と
な
る
が
、
費
用
は一

一
倍
以
下
に
增
加
す
る
に
止
ま
る
か
ら
、. 一

往
復
の
蓮
送
の
爲
の
費
用
を£

者
の
填
合
よ 

b
も
減
少
せ
レ
め
ら
れ
得
る
，
と
云
ふ
利
益
が
あ
る
。
殊
に
自
動
卒
を
配
達
作
業
に
利
用
す
る
者
の
場
合
に
於
て
は
•一.

般
的
に
话
動 

.範
圈
の
擴
大
、
.か
鮮
品
の
品
質
低
下
の
防
止
等
の
利
益
を
も
得
べ
く
、
.特
に
.大
型
ト
ラ
ッ
ク
の
代
り
に
小
型
ト
ラ
ッ
ク
を
使
用
す
る
場

'
.合
.に
於
て
は
、
廉
慣
な
高
速
虔
小
型
車
を
以
て
能
く
同
'一
時
間S

：

に
高
價
な
大
型
緩
速
と
同
量
の
配
達
を
行
ひ
*
而
も
空
卒
走
行
に

(

2 )

，よ
る
運
撒
力
.の
空
費
の
穩
虔
を
減
す
る
の
利
益
を
も
牧
め
得
る
の
で
あ
る
，。 

:

.
更
に
之
を
國
民
經
濟
.的
の
地
か
ら
云
へ
，ぱ
，
高
速
度
化
は
或
る
程
度
ま
で
は
道
路
建
設
の
本
來
の
目
的
を
一
層
充
分
に
達
成
す
る

-

道

路

交

通

，の
.安
全
ざ
自
動
ポ
速
K
の
.，
制

限

に
就

て

 

S 

(
l
l
m
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n n

§

跡
交
通
の
安
全w

自
動
取
速
度
の
制
眼
に
就
て 

： 

'

四

ご

n
m
r
,

の
手
段
？̂
も

t

、

且
S

路
交
撒
費
を
低
廉
な
ら
し
め
る
の
手
段
で
も
あ
る
か
ら

•

其
の
.

黯
に
於
て
國
民

i

の

利

益

に

も

合

致

其
の
要
望
に
も
副
ふ
所
以
で

t

と
云
t

と
が
出

來

る
。
蓋
し
，
道

路

建

設

の

目

的

は

、
之
を
交
通
上
か
ら
見
る
限
り
は

交
通
需
耍

に

資

す

き

と

に

存

す

る

か

ら

、
其
の
利
用
程
度
が
充
分
と
な
る
程
、

$

多
く
此
の
.E

的
を
達
成
し
た
と
と
に

I

の
で
あ
る
が
、

.

一

定

時

間

内

に

道

路

上

を

流

動

し

得

る

交

通

量

は

高

速

度

化

5

つ

て

需

を

來

さ

し

め

ら

れ

る

か

ら

で

あ

る

。

尤

も

、

高

速

度

交

ま

も

，
自
動
単
の
如
き
も
の

S

て
は
、
或

る

種

度

以

上

に

達

す

れ

ば

車

®

相
i

の
間
隔
の
i

的
墻
加
を
必
耍
と
す
る
が
爲
に
、

却
て
交
通
の
资
動
し
得
る
數

4

の
減
少
を
來
す
；J

と
は
あ
る
ル
、
少

く

も

斯

か

る

限

度

に

達

す

る

ま

で

卞

速

虔

の

會

加

は

ま

路

つ
利

用
程
度
を
高
め
る
と
と
に
な
る
。

而
も
交
通
量
の

1

は
、
道
路
維
持
費
に
於
て
之
と
比
例
的
の
槍
加
を
来
さ
な

5
0
從
つ
て
高
速
き

は

或
！；

程

虔

ま

で

は

道

路

交

通

一

單
位
量
の
爲
に
耍
す
る
費
用
の
中

S

路
の
側
に
生
す

る
費

部

分

の

減

少

を

來

す

；J

と
に
な
る 

の
で
あ
る

0 

:
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四

頁
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及
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「

道
路
S

良
.
，

昭
ポ

十
叫
年
十
月
號
所
載
の
拙
稿

「

速
力
滑
加
の
經
濟
的
限

3
^
」

參
照

(

註
ろ 

P. W
H
F

 Motor Transportation of Merchandise and Passengers, 

? 23.

(

註
3

)
「

ニ
ー
旧
學
會
維
誌」

拙
稿「

自
励
車
運
绘
能
力
の
擴
大
に
就
て」

(

昭
和
十
$
年

二

月

號

い

五

七

頁

參

照

。

(

註6
0
0
)

前
掲「

三
山
學
會
S

J

袖
稿
ニ
-
二 
S

-

.及
び
前
掲r

道
路
の
改
良」

所
載
i

參
照
。
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■

1

方
-に
は
高
速
度
化
の
.
要
农
が
あ
ね
、
そ
れ
が
高
’速
度
交
通
用
具
又
は
高
速
度
交
通
勤
務
に
對
す
る!

層
多
額
の
動

-..W-

.:

以
上
の
如

t
m
m
m
t
s
H
m
m

E
s
f
i
B
S
S
M
S
S

，慣
の
支
拂
を
敢
て
す
る
と
云
ふ
形
で
現
は
ル
て
來
る
，の
で
，
他
方
に
於
て
は
之
に
應
じ
て

•拔
衛
的
に
も
签タ
改
善
が
行
ぱ
れ
高
速
度 

^
通
機
關
乃
至
は
用
具
が
出
現
す
る
。
而
も
斯
か
る
高
速
度
と
出
し
得
る
機
能
を
有
す
る

M
-

輔
は
,
高
速
度
を
出
さ
な
け
れ
ば
却
て
赞

.

用
.
.の
增
加
を
來
す
と
云
ふ
不
利
あ
る

t

と
を
免
れ
な
い
の
で
、
；

I

金
々
交
通
流
の

.
高
速
虔
化
を
招
來
す
る
こ
と
に
な
る
。
而
し
て
そ
れ
は

>

*
 

.

或
る
程
廣
ま
で
は
道
路
上
に
於
け
る
交
風
流
動
量
の
墻
加
を
來
す
か
ら
*
道
路
交
通
上
の
重
要
問
題
の
一
た
る
交
通
流
動
の
間
題
に
き 

し

て

は

一

應
の
解
決
の
鍵
を
與
へ
る
こ
と
に
な

'る
、
と
云
ふ
こ
と
が
出
來
る
。

然
ら
ば
、
他

の

等

し

く

重

要

な

る

交

通

安

全

の

問

題

に

對

し

て

は

如

何

と

云

ふ

此

の

默

に

動

す

る

答

は

不

幸

に

し

て

否

定

的

た 

ら

ざ
る
を
得
な
い
の
み
な
ら
す
、
却
て
問
題
を
生
起
せ
し
：

^

激
化
せ
し
め
る
も
の
で
あ
る
と
云

•

は
ざ
る
を
得
な

.

5
。

少
く

も

、

普
通
の 

道
路
上
に
於
け
る
高
速
度
は
交
通
の
安
全
に
と
っ
て
の
敵

.

で
あ
る
と
云
は
な
け
れ
ば
な
ら
な

i
-

の
で
あ
る
。

ニ

普
通
の
.

道
，路

上

に

於

け

る

交

通

が

幾

多

の

事

故

を

生

み

っ

あ

っ

て

決

し

て

安

全

で

な

レ

と

と

は

日

常

的

に

吾

人

の

界

目

に

觸

れ 

.

る
所
で
あ
っ
て
、
殆
ん
ど
菩
人
の
常
識
と
な
っ
て
.居
る
所
で
あ
り
、
而
も
現
代
'
^
諸

文

明

國

に

殆

ん

ど

共

通

的

の

現

象

で

あ

っ

て

各 

阔
と
も
に
之
が
防
止
輕
減

.

の
.

爲
に
鎌
意
努
力
し

.
っ
-

^

あ
.
る
所
な
る
に
も
拘
ら
す
、.
未
だ
極
め
て
安
全
な
り
と
云
ひ
得
る
ま
で
に
至
っ
て

へI
ソ 

.

.
S
L

り
な
い
。
今

、
本
邦
に
於
け
る
最
近
の
交
通
事
故
統
；

11 ;
^

に
ょ
っ
て
‘

交

通

不

安

全

の

實

狀

を

檢

討

し

、て

見

ょ

ぅ

。

(

註
1
.

米
國
こ
於
け
る
交
通
事
故
に
就
.て
は 

A
c
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i
d
e
n
t

 

F
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,
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i
t
i
o
i
i
,

 

p
u
b
l
i
s
h
e
d
.
b
y

 

t
h
e

 

N
a
t
i
o
n
a
l

 

S
a
f
e
t
y

 

c
o
§
c
i
n
n
c

•

中
.

.

i

i

i
れ
i

。

. 

:、
y

I

交
s

ま

1

5
速
度
s

限
に
’就

て

■ 

五

a

 sill).

1

n

»
 

t
/
v 

i*
 
^
 

J

7

>
 

I
 

e
i
y 
>t

\

1
5 
'
 

J 
tll

.
1
 
-
 
•
 
t
 
_

お



1

; t

HI:
i i i

M
1 1 1

I S i P r t .

IB
總P i &

I 酬  

I # ま '

I t ： .

t a k

腾 #

i g ：：：

iippl''
lite i
| i i p 4  '-

i i i ；
p M f c

| i p |：

Stfpi.:.
i i i l ：

Ipfi
lip
Ipp
i t  I l f .

I l l ： 

l i i r

I f  I I I ； i f ' ^

i l k :
l i i | i

l i i r

Mm：
IP if
i i i r

i i i l

I ; を 驚 1 ' S

l i l i  熟

i i l i

■

突ま

^
^
,

.
;

道
路
交
通
.
.の̂
?
!全̂
ざ
自
働
雜
^

^

ガ
制
限
-
に
就
て
.
：
. 

六

。
I

s

.

s
 
:
 

.
昭
和
十
三
：年
の
全
國
交
通
事
故
統
計
に
撒
れ
ば
‘

此
の

r

ヶ
年
の
間
に
四
四
、

.

1

8
三
伸
の
交
通
事
故
が
記
.錄
さ
れ
て
居
る
が
> 

此 

の
中
に
は
航
空
，海
進
び
鐵
衝

{
s
s
i
^

 I
f

 i
5

於)

に
.
於
け
る
震
は
包
含
さ
.れ
て
居
な
い
か
ら
、結
局
こ
の
全
部
が
道
路
上
の
交
通 

事
故
と
云
ふ
ご
と
に
な
K

^

o而
しV

其
&
.
結
娘
と
し
て
生
じ
た
損
寄
と
し
て
.に
、
物
的
損
害
額
は
計
上
さ
れ
て
居
な
レ
が
、
人
的
損
寄 

は
死
亡
者
三
.
.六
七
.
.を
人
、
A

s

者111.

五
V

I0

八

人

と

、；

^

上
さ
れ
て
.居
る
0
.
.畢
竟
：、
平
均
し
てi

日
に
付
き 

一j
1

三
件
の
事
故
と
，
.死 

亡
者一

.

G

人

，
，
食

ま

者

九

1

ハ
人
と
云
ふ
‘癒
牲
者
と
.
を
出
レ
た
こ
.
と
に
な
.る
.
0、之
を
前
年(

昭
和4

-
1
1

年)

.と
比
較
す
れ
ば
、
喜
ぶ
べ
き
こ 

と
に
は
*

事
故
件
數
に
：於
て
は
前
年
の
五
五
、
九
五<

件
に
.
比
しv

>
.
l
'

‘I

、
六
‘
五
五
件
即
ち1

1

0

%
以
上
の
減
少
と
な
っ
て
居
る
。
又
、 

犧
.牲
者
の
中
で
、
A

傷
者
に
於
て
も
前
ギ
•
の
四
三
バ
六

I

人>
1

比
し
て
八
、
七
五
三
人
即
ち
ニ0

%

弱
の
.氣
少
と
な
つ
て
居
る
。
然
る

•
 

•
 
•
 

•
 
•
 

•
 

•
1
 

.-
 

VI.

に
死
者
に
至
っ
て
は
V

.之
.； J
.

反
對
"
に
、
前i

s
-

れ
ニr
六
三
三
人
に
比
し
.
.て
四1

1

人
即
ち 

一
％
强
ひ
滑
加
と
な
：っ
て
居
る
の
で
あ
る
。

而
も
、
前
年
と
の
比
较
に
.现
は
れ
た
此
の
.
龍
勢
は
、
単
に
一
時
的
の
现
效
た
る
に
止
ま
る
に
あ
ら
す
し
て
、
實
に
約
十
年
來
の
傾
向

...

.

.

.

.

.

.

.

.

• 

........

の
繼
績
延
長
に
外
な
ら
な
い
。
.即
ち
、
昭
和
三
年2： $

後
を
見
る
に
、事
故
件
數
は
同
年
の
五
五
、五一 .11

三
件
か
ら
银
年
墻
加
し
て
昭
和
七

印
の
七1

T
1
1
1
1

件
に
.至
っ
て
最
高
に
達
し
，.

昭
和
九
ギ
の
.微
增
を
例
外
と
し
て
速
年
滅
少
の一

達
を
迪
り
來
っ
て
居
る
0

又
.
'
、.

*

 

.

 

•

食
傷
者
數
は
、.
昭
和
三
の
三
六
、<

五
四
人
が
ら
银
年
遽
續
的
に
槍
加
し
て
昭
和
九
年
の
五
ひ
、一

5

四
人
に
至
っ
て
最
大
に
達
し
‘
 

雨
後
は
連
年
例
外
な
.く
減
少
を
來
し
て
"
居
る
。
然
る
に
死
亡
者
數
に
至
っ
て
は
、
旧
湘
三
¥

の
，二
、
三
ニ 

！

人
か
ら
每
ギ
槍
加
し
、
昭
和 

十一

に
は
微
減
を
示
.し
★

が
.之
を
难1

.

の
例i

：

と
し
て
，/
蕃
ギ
檢
加
を
；績
，け
；て
来
て
居
る
の
で
あ
る
。
之
に
ょ
っ
て
見
れ
ぱ
、
昭
和 

5

年
か
ら
时
和
十
ニ
\

年

に

ま

1

年
間
に
於
て
、
事
故
件
数
は
.！.
1
.
0 

%强
を
液
じ
た
の
に
氣
傷
者
敷
は

K

•
七

滅

じ

1
5̂

に
過
ざ

'

.

.

.
*
.
. 

•
.
- 

.

.

.

.
 

,

.

す
*

冗4
J
.

者
敷
に
墓
つ
て
は
.却
て
三
せ
ギ
の
增
加
來
じ
た
の
.
で
み
ウV

,

事
故
力
性
賓
が
綠
振
か
ら
.見
て

1

.部
ぱ
ぜ
對
的
に
、
他
は

絶
對
的
に
重
大
化
し
ウ
A

あ
ね
V

昭
和
十M

年
に
.
於
て
ネ
同
じ
後
向
を
續
げ
て
居
-

^
も
の
'
^
あ
る
、
と
云
ふ
こ
と
が
出
來
る
0 

,

次
一
に.昭
和

十

二

，

一

年
'に
於
け
る
交
通
事
故
の
被
害
者
全

.體
の
中
で
如
何
な
る
部
類
の
も
の
が
最
大
の
被
害
者
.で
あ
る
か
を
見
る
爲
に 

被
害
者
の
種
類
を
步
行
者
、
自
動
車(

，.自
動
自
轉
寧
を
贪
む)

搭
乘
者
、
.自
轉
車
搭
乘
者

.
其
他
の
四
種
に
分
け
て
、
其
の
各
々
か
事
故

、 其 肖 自 谈  

& I . ⑩ 動

难 車 ‘ 
搭 搭 n
m m

，他 者 者 者

犧

牲

者

の

，種

0  — ニ 四 
o ‘ 5^  九  H .  9  

0 六 三 四 お

事 
故 
總 
數 
ホ 、
の
糊
合

%

0  ニー*：四 
0 五 0 七 七
Q  . 一  七

負
傷
總
數
中
の
劇
合

%

0  ニ  一̂  五 
0  ニ 九 七

0 四 ：: : - ^ 三

死
亡
總
敷

劇

%

斷
然
他
を
拔

.レ
て
最
大
の
被
害
者
で
あ
る
と
と
を
知
る
の
で
あ
る
。
.

.

：

最
後
に

1
何
者
が
最
も
多
く
の
事
故
及
ぴ
犧
牲
者
を
生
ん
だ
か
、
換
言
す
れ
ば
、何
者
が
最
大
の
加
害
者
で
あ
っ
た
か
を
見
る
爲
に 

事
故
か
第一

原
因
者
を
九
種
に
分
ち
、
其
の
.各
々
が
事
故

®
敷
、.
食
傷
總
數
、
死
亡i

數
中
に
於
て
占
め
る
割
合
を
算
出
し
て
見
る
と

次
の
如
く
に
な
る

*
^
. 

. 

. 

* 

. 

. 

. 

.

.

.

道
路
.交
猫
の
安
全
i

動
享
速
度
の
制
限
に
就
て 
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.
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四
六
•八

9

三

四
，ニ

ニ H
!

1

七
.一

9

六

1

八
•八 

四
•ニ 

©
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0

0

6

五HT

•九

1

•三

0
0 .五 
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0  -

五
六
♦
三

,

.M
l

ニ
ニ 
•
三 

1

0
•五 

九
丄
ニ 

ニ1 ,

三 

-
T九

9

七

四
•
五 

1 

0

0

6

道
路
突
蓮9:

安
.全W

自
動
取
速
度
.の
.制
限
に
激
て

へ
rnm-M

m

取

m

種

別

i

i

$3C 

s

即
ち
之
に
よ
っ
て
見
る
と
、
事
故
：を
惹
起
し
た
黯
に
於
て
も
、
事
故
に
よ
る
傷
者
及
び
死
者
を
出
し
た
點
に
於
て
も
何
れ
も
、 

,

1

>
 
就
中
：

p
i

M

動
が
最
大
の
原
因
者
た

-る
と
が
分
る
。
、淘
に
事
故
の
七0

%

以
上
‘

傷
者
の
七
o

%

騎
、
死
者
の
五0

%

藤 

は
實
に
各
種
自
動
に
基
因
す
る
の
で
あ
り.

實
數
に
於
て
は
平
均
每
日
約
A

六
件
の
事
故
と
、
五
人
强
の
死
者
と
六
六
人
以
上
の
傷 

者
と
.を
生
じ
ヤ
.居
る
.の
で
*
あ
る
C

而
し
て
其
の
中
や
步
行
者
を
被
害
者
と
す
る
.
.
の
の
み
：に
.就
1

れ
ぱ
、
每
日
事
故
三
四
、件
、
死
奢 

.ニ一

人
、，傷
者
三
ニ
入

.を
生
ん
で
居
を
勘
定
に
.な
.る
。
狗
に
激
る
べ
き
敷
字
と
云
は
な
け
れ
ぱ
な
ら
な
.

.

、

.

.

.

.

. 

•
 

.
 

..
 

.
 

.

.

.

.

. 

: 

* 

.
1
. 

.

.

.

.

.

.

§

2

0
昭
和
十
三
年
の
全
®
交
I

故
の
稍
々
詳
ま
分
析
に

1
て
は
、
内
務
省S

道
路
改
行
の
機
閱
雜
靠

「

遵
路
の
改
良

U

本
年
十
月 

'號
に
寄
せ
た
細
稿「

本
邦
に
於
け
る
道
路
交
通
事
故
Uを
參
照
せ
.ら
れ
た
い
。

,
然
ら
ぱ
•

自
動
車
を
.第

I

原
因
者
と
す
る
交
通
事
故
は
如
何
な
る
原
因
に
よ
ウ
て
發
生
し
た
か
0
.此
の
默
は
、
全
國
的
の
タ
適

紘
評
に
は
何
等
之
を
'傑
る
の
資
料
た
る
べ
き
も
の
が
載
つ
て
居
な
い
0

因
て
，
己
,
^を
.得
す
、
自
動&

事
故
件
數
の
最
も
多
い
東
京
府

の
！̂
大
部
分
を
包
含
す
る
警
視
聽
の
.調
査
を
材
料
と
し
て
此
の
點
を
者
察
す
る
と
と
と
す
る
。

i

i

安
部
交
i

の
調
査
に
係
る
昭
和
十
二 
$

中
交
通
書
發
生
原
因
別
統
W

表
に
於
て
は
S

•特
殊
•小
型
の
三
種
自
動
班

事
放
發
生
原
因
を
五
十
頃
目
に
細
別
し
て
各
々
の
數
を
計
上
.し
て
居
る
が
，
今
、
之
を
便
宜
上
か
ら
自
動
車
屬
縦
者
の
責
に
歸
す
へ

\
i
. 

y 

(

ノ
 

C.7 )

，
 

-

き
も
セ
步
行
者
又
は
乘
客
の
實
に
歸
す
べ
さ
も
の
、
取
輔
の
缺
陷
に
よ
る
も
の
、
畫
に
よ
る
も
の
、
其
他
のH

i

種
に
與
分
類
し
て

■ 

. 

. 

■
■
■
■-
■
■
■ 

.
 

計
算
し
て
見
る
と
.

其
の
實
數
及
び
割
合
は
次
.の
如
く
に
な
る
。

.

. 

.

.

,

典 滑 操  
他 捕 ^ 行 纖  
Q 0：> iこ者褒 

娘 t 4 の：
計 ！̂ 陷 る 8 實f に も % £ 

k ょ の S 歸 -
i i r  ft X
s % 1 ?
に % ^

1 . r
1 * の

*....

原

因

セ 四

'八一‘ 六八.— • 九 
jl九 三 七 四  
Hi： Pil O 儿三六

■

件

數

0 八 
0 一.，三 四 セ 三

.0 六六'-"五 
0 0 0 八 0 ニ

m

合

%

截
胳
交
雄
.パ
安
全
€ 
^
0
^
避
液
.め
制
瞬
'に
就
て

九

，.
(
1
ニ1

©
七
'>

.

ム：：： r-~:__.TH.J:yy;gJgy】， .！ .L-.,l 
J
-
- 

- 

■ 

Jli
 

-
;
d
l
 ̂

ly
l
l
T
.
V

. 

J
. 

.-L1 r
>~yr

.

. 

-

m

m

l

^

m

l

n

i

i

n

n

l

l

n

n

i

i

i

l

i

i

i

i

i



ド;*.-.:-广一'

道
路
交
通
の
安
全
.

I

動
律
速
度
の
制
限
に
就
て 

.

. 

.

. 

l
、
o
 ’(

1
3
S
V

メ 

.

3
3)
.
/東
京
麻
^

全
‘
國
自
励
享
事
故
數
の1

1
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以
上
を
占
め
て
裁
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一
.

位
に
在
H

第
二
位
の
大
厥
府
が
.1.

割
强
な
る
に
對
し
て
.三
浩
以
上
に
當

.
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る
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S励

ま

操

震

の

，
資

12

歸
す
ぺ
き
も
の
の
中
へ
、
次
の
二
十一

項
目
を
算
入
し
た
。
即
ち
、
右
側
通
行
、
信
號
無
視
、
無
信
號
又
は 

.

.網
备
圃
•ト
始
列
進
行
.、
.逮
續
猶
行
、
追
越
不
適
當
*
他
率
の
直
肅
直
後
橫
斷
"、方
向
轉
換
不
適
當
、右
折
•左
析
又
ほ
遊
行
不
適
當
、滴
度
超
過
、
 

通
路
诚
分
溝反

"
：

駐
卑
ぃ
停
車
不
適
當
、.徐
行
義
務
偉
反
、

讓

適

當

，
化
全
地
糖
又
は
へ
の
乗
揚
、積
荷
方
法
不
適
當
、
無
免
許
蓮
轉
、 

糊
削
中
蓮
轉
、
假
睡-S-

運
轉
、
不
敷
練
、
.身
心
上
.の
缺
陷
。 

/
 

/ 

-

(

註
5)

.ザ
者
义
は
藥
客
の
責
に
歸
す
べ
き
も
の
と
し
て
タ
カ
諸
.項
を
厲
し
た
0
.即
ち
、
右
側
通
行
-
鼠
號
無
視
、
車
道
內
す
1、
ネ
遊
內 

.
,，通
行
、
培
道
廣
斷
橫
厳
取
道
外
を
橫
斷
、
車
の
直
前
直
後
を
橫
斷
、
斜
橫
斷
、.1̂

乘
、
飛
降
、
银
降
の
f

不
注
意
、
联
體
外
突
出>

•

爾
取 

.

す
べ
か
ら
ざ
る
楊
所
に
乘
車
、
路
上
作
業
1
路
上
遊
戯
，.
酪
削
中
進
行
、
身
心
の
缺
陷
、
其
也
。

.

.
f

w

車
輔
の
缺
'陷
に
ょ
る
も
の
と
し
て
は
：
フ

レ

不

完

全

、
燈
火
不
完
全
*
.
操
向
裝
置
不
完
全
，
其
他
の
欲
障
のg：

巧
目
を
計
算
に
入

.

.

.れ
た
。

.. 

.
.

/
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レ
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-
-
-
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-

-
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7
 

W
霊

は

、
合
®

的
に
豫
見
さ
れ
得
る
場
合i

i

は
滴
度
.過
大
に
基S

す
る
も
の
と
見
る
ぺ
キ
で
あ
ろ
が
、
此
の
調
査
で
は
寶
可
能
の
程 

•

庶
が
不
明
で
あ
る
か
ら
、
鼓
で
け
運
轉
者
の
實
にI

T

ず
べ
か
ら
ざ
る
不
可
抗
的
の
も
の
で
あ
つ
た
と
假
定
し
て
取
极
つ
た0

 

-

而
も
週
轉
者
の
實
に
歸
す
べ
き
も
の
の
ホ
で
、
速
度
と
直
接
又
は
間
接
に
關
係
あ
る
事
項
と
し
て
速
度
艇
過
.
徐
行
義
務
違
反
の

V

 

0
0

 

プ
. 

-

■
 

>

 
•

 

-

者
の
み
を
算
へ
.

と
サ
れ
ぱ
そ
れ
は
‘
五
，因

一

四
件
に
上
つ
て
三
六
义
强
.
を
占
め
、事
敌
發
生
原
因
全
體
中
の
三
0

%

に
相
當
す
る
0

若
し
又
之
に
追
越
不
適
.當
と
連
續
進
行
と
を
加
ぺ><3‘

と
す
れ5

^
-

そ
れ
は
蓮
轉
者
の
過
失
ホ
の
五
五
％
を
占
め
'
.事
故
發
生
.原
因
全
體 

中
の
®

,

に
相
當
す
る
と
と
.に
九
.る
。
即
ち
、.
次
の
如
く
で
あ
.る>

蓮
轉

內  者

原

因

速 追 徐 速 責

續 さ g 度 1

の

二  三 一

七 0 六 七 丸  

ニ 七 三 八 四  
5 L  -  ニ 五 六

ニ  五

- 八 四

0  — *  .

2  ' 一 £
八

五

件

數

一 五 さ  
九 五 六

割 件

す
る

m
す原  

合 多

一 • 四 三  
六 六 o '  i

へ註
®
®
)
(

註
.
'

®
〕

を

參

跟
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>

，
以
上
は
霞
廳
管
內
に
於
け
る
交
通
事
故
に
‘開
す
る
も
の
で
あ
つ
て
、
果
V
で
そ
れ
が
他
の
地
力
に
も
其
の
儘
に
適
用
さ
れ
得
る
か 

否
か
は
明
か
.で
な
レ
。
特
に
.、
.自
動
斬
に
關
す
る
事
故
の
狀
況
は
六
大
都
市
所
在
府
縣
の
間
.に
在
つ
て
も
其
の
間
に
著
し
い
稍
違
が
あ 

る
こ
と
か
ら
考/

る
と
、
-寧
ち
さ
は
•現
在
の
東
京
府
の
み
に
適
用
さ
れ
る
も
の
と
者
.へ
る
の
が
至
當
で
あ
る
か
も
知
れ
な
い
0
又
、
肖 

動
車
の
，.保
有
量
に
於
て
も
，
.交
風
事
故
數
に
I於
て
も
、
自
動
車
事
故
數
に
於
て
も
"
何
れ
も
東
京
府
が
本
邦
で
第
*一
 

位
を
占
め
て
居
る 

こ
と
か
ら
寿
へ
る
と
、
之
は
現
在
に
於
て
最
も
敏
端
な一

例
に
外
な
ら
ぬ
か
も
知
れ
な
い
。
併
し
、
そ
れ
と
同
時
に
、
自S

阜
保
有
量 

の
漸
進
的
增
加
の
趨
勢
か
ら
推
し
て
者
へ
る
と
.、
最
も
典
型
的
な
も
の
と
見
る
こ
と
も
出
來
る
で
あ
ら
う
。
.制
れ
に
し
て
も
吾
人
は
，
 

昭
和
十
三
年
の
東
京
府
に
於
け
る
事
賞
：に
就V

見
て
、61.

動
卒
の‘速
度
に
關
す
る
事
項
が
交
通
事
故
の
主
要
な
る
原
因
た
る
と
と
を
知 

るJU

と
が
ル
來
た
。
素
ょ
り
そ
れ
が
唯一

の
主
：要
原
因
だ
と
云
ふ
，の
で
は
な5

が
：
少
く
も
其
の
中
の
一：

た
る
こ
と
を
知
り
得
た
一
の
で 

あ
る
0
.而
ぉ
斯
く
の
如
き
は
、S

t

に
東
京
府
に
於
て
確
認
さ
れ
得
る
.所
た
る
の
み
な
ら
す
、
>米
國
に
於
て
も
檢
誰
さ
れ
て
居
る
所
に
屬 

道
路
交
通
の
安
一
全 > ト

？2

動
本
速
度
S

廣
に
激
て
.
' 

ニ 

q

 

u

s九)

.



n

u

n

n

道
後
交
'
’；

3

の
.安
.全ざ

.®

動
車
速
.度
の
制
限
.に
..就
て

!'1 

0

 

S

S

(
0
O

即
ちr 

H

ド
ヮ
.1
ゾ(

E
d
w
a
r
d
s
)

氏
や
記
述
す
る
所
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據
れ
ぱ
七
ヶ
年
聞
に
互
る
約
ニ
，
五
0

0
件
の
パ
ス
衝
突
事
故
を
分
析
し
た

禁

、
其
の
中
K

C

5

%以
上
は
側
面
S

と
後
S

S

と

に

つ
.て

.！

め

ら

れ

て

居

.

事
故
全
體
の
發
生
原
因
を
分
析
し
..て

見
る
#

ソ
交
i

接
觸
がj
九
.
®

1

き
占
め
て
最
大
の
原
因
で
ぁ
り
、
.速
度
過
大
が一

四
•
三

き

<1£1

め
て
第
二
位
の
原
因
た
る
と
と
が 

知
ら
れ
る
。
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此
の
數
字
が
事
故
件
敷
と
棟
合
し
な
い
み
は•

一
事
放
に
し
て
數
原
因
を
有
す
る
も
の
が
あ
る
に
因
る
。

.
又
米&

の
全
國
安
全
會
譲
ハN

a
t
i
i
;

 

S
a
f
e
t
y
-
C
o
u
n
c
i
l
,

 

I
n
c

 

)
の
.發
表
す
る
所
に
據
れ
ぱ
.各
が
ょ
り
集
ま
た
報
哉
を
檢
討
す
る 

に
、死
者
を
出
し
た
自
動
車
事
故
の
四
分
のr

は
速
虔
違
反
者
で
あ
り
速
度
規
則
に
違
反
す
る
迄
に
は
至
ら
な
く
と
も
安
全
を
害
す
る 

糖
庶
の
速
使
で
操
織
し
た
者
は
最
も
多
數
で
あ
'

即
ち
、一

九
三
九
年
に
於
け
る
三
十
六
州
か
ら
の
報
紫
を
綜
合
す
る
に
死
者
を
出 

し
た
蓮
轉
者
の一

ニ 

は
速
度
服
虔
以
上
の
速
度
を
以
て
蓮
轉
し
，
八

％
は
右
の
限
度
を
趙
過
は
し
な
レ
.が
小
ノ
く
も
安
全
速
度
を 

超
え
て
居
た
。
又
食
傷
緒
を
出
し
.！̂
蓮
轉
者
の
五
％
は
法
定
の
最
高
速
度
を
起
え
、四
％
は
そ
れ
仏
下
で
も
安
全
な
程
度
以
上
の
速
度 

を
以
て
蓮
轉
し
セ
者
で
あ
る
。
更
に
、
五
州
.

^
り
の
報
告
に
基
.

S

て
各
速
度
に
於
け
る
死
傷
發
生
割
合
•
を
都
#
と
ぜ
舍
と
に
分
け
て
見

ニ ニ  3 四 、！E 六

1 , 0  0  0  0  0  0  
計

哩 哩 .

以 同 同 同 同 以
. ...

下 上

逮

度

\

。 三 三  一*.
0 八 二 三 八 六

死
都

倉

バ . . . . . ，‘，.
■ . •. • ■

- ■,»
0 五 三  

. 0 六 0 九 四 - 1 %

傷

■ . メ

Q 一 -* ニ ニ  一 し
0  ：：： 八 七 三 一 九 ％

死

傷
舍

-

.，， ，: _ \ .
1

. ■■ ‘  mm m • — *

o  S 三 ミ 5 六ニ兴

の
.如
く
で
あ
っ
て
.

之

に

よ

っ

て

：
第

一

に
.は

都

鄙

と

も

に
高
逮
虔
に
於
て
は
食
傷
者
よ
り
も
死
亡
者
が
多
く
、
低
速
度
に
於
て
は
反 

.對
に
死
亡
者
よ
り
も
食
傷
者
が
多
いV

と
が
看
取
さ
れ
、
第
二
に
ゆ
田
舍
に
於
て
は
時
速
三
十
哩
以
上
の
場
ん
ロ
に
都
會
よ
り
も
多
く
の 

死
者
及
び
傷
者
を
出
し
パ
そ
れ
以
下
ハ
場
合
に
は
犧
牲
者
を
出
す
こ
ふ
が
都
會
よ
り
も
，少
い
と
と
が
看
取
さ
れ
る
。
而
も
右
め
第一

1

の 

點
が
、
田
舍
に
於
.て
は
都
舍
よ
り
も
概
し
て
高
速
度
で
走
っ
で
居
る
と
と
に
基
づ
く
と
と
は
、
.
普
通
の
蓮
轉
者
は
多
く
は
狀
況
の
如
何 

に
拘
ら
す
比
較
的
に
低
5

速
虔
ま
全
で
あ
る
と
信
.

^

5

る
が
爲
に
ぃ.

.
^
1
;
^

事

故

に

於

け

る

高

速

度

走

行

.

.
報

吿

さ

れ

た

者

は 

.
1
1

%

に
過
ぎ
な
い
に
反
し
、
田
舍
に
在
っ
て
は
そ
れ
がi.

九
に
上
つ
て
居
る
と
と
に
よ
っ
.
て

明

か

で
あ
ら
ぅ
と
思
.ふ
。
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而
し
て
永
年
.の
經
驗
に
ょ
れ
ば
、
清
掃
さ
れ
た
乾
燥
路
面
と
で
は
、
プ

：V
I
キ
が
良
好
の
狀
態
に
在
る
場
合(

能
卒
が
六0

%

乃
至

.
-
' 

* 

- 

' 

'

七
0

%

の
場
合)

に
は
，
.制
鯽
距
離
ほ(

今
、y

を
以
て
速
，度
を
現
は
す
と
と
と
す
れ
ば)

ニ
享
輪
制
動
の
場
合
は
かi

s
、

四
車
輪
制
動

• 

.

. 

- 

.

.

の
場
合
は
と
云
ふ
範
式
で
示
さ
れ
る
と
云
は
れ
て
居
る
が
、
，道
路
の
表
面
が
悪
く
滑
か
な
場
合
に
は
、
四
輪
制
動
に
對
す
る

?

y
 

,

' 

-

.

範
式
及
び
制
動
距
離
は
次
の
如
く
に
な
る
。 

:

道
路
交
通
の
安
全W

自
動
東
速
度
の
制
跟
に
就
.て
.
.
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道
路
交
雄
の
安
全V

自動車速度の制限に就で-

.

、

(

註
；

s
x
i
s
)

 
I
b
i
d
.
r
p
.

 

4
6
.

自
動
車
事
故
に
：&
、て
.
、
否
，

.一

般
に
道
紫
通
事
故
に
於
て
、
，自
動
車
の
速
度
過
大
が
如
何
な
る
役
割
を
演
じ
て
居
る
か
は
、
右
に 

ょ
っ
て
之
を
知
る
と
と
が
出
來
よ
ぅ
。 

.

.

;

.

.

.

..

r

..

ミ 

.

;

. 

.

.

.

.

自
働
專
の
高
速
虔
交
適
が
危
臉
で
.あ
る
'と
云
.
ふ
こ
.
と
は
，
右
に
述
べ
.ホ
幾
多
の
事
賞
に
ょ
っ
て
明
か
に
さ
れ
た
と
考
へ
る
が
、
f
 

之
を
別
め
方
面
か
ら
幾
分
理
論
的
に
說
明
す
.る
こ
と
が
出
來
る
。
而
し
て
そ
れ
：̂1

,
1

個
の
見
地
か
ら
ム

：： 5

論
す
る
と
と
が
出
來
る
。

第
一
前
途
に
障
碍
を
見
出
し
て
も
即
時
に
其
の
場
所
に
自
®

を
肯
止
せ
し
め
る
と
と
の
不
可
能
な
と
と
で
あ
る
、
.此
の
事
は 

人
的
原
因
と
物
的
原
因
と
の
ニ
'者
に
由
來
す
る
。
即
ち
、
人
的
原
因
と
し
て
は
蓮
轉
者
が
プ
レ
ー
キ
使
用
の
必
要
を
感
じ
た
時
か
ら
現 

寶
に
之
を
使
用
す
る
時
ま
で
に
必
す
ま
S
^
時
間
が
雜
過
.
す
る
^

J
と
を
擧
け
得
る
。
英
國
の
國
立
產
業
心
理
學
研
究
诉
3

0

|a
l

 

I
n
s
t
i
­

t
u
t
e

 

o
f

 

I
n
d
u
s
t
r
i
a
l

 

p
s
y
c
h
o
l
o
g
y
)

に
於
て
行
は
れ
，た
實
驗
に
ょ
.

^
ぱ
、
垂
幕
の
上
に
或
る
色
の
點
が
現
斤
た
ら
即
時
に
ボ
タ
ン
を 

押
す
べ
く
命
ぜ
ら
れ
て
居
た
受
驗
者
が
、
事
實
ボ
タ
ン
を
押
す
ま
で
に
は
.

平
均
十
分
の
九
秒
を
要
し
た
，
と
報
吿
さ
れ
て
居
り
、
又
- 

米
國
の
理
化
學
研
究
所(

B
u
r
e
s

 

o
f

 

s
l
a
r
d
s
)

に
於
て
得
た
結
嚴
も
略
々
之
に
近
似
し
て
吾
る
と
と
か
ら
見
て
大
體
に
於
て
、
 

通
常
の
操
縦
の
下
に
於
て
は
、
プ
レ
ふ
使
用
の
.決
意
.の
時
か
ら
プ
レ-

•

キ
使
用
の
實
行
の
時
ま
で
.に
約I

秒§
5

が
.空

雙

さ

れ

る

も

の 

と
考
へ
る
ご
と
がS

：

來
る
。
而
も
、.
時
間
は
僅
々一

秒
間
で
は
あ
る
が
.
*
.
.
:
^
,

の

I

秒
間
に
自
動
車
は
時
速
二
十
哩
なx

b

ぱ
！一 .

九
•

ミ
爽
.
 

ガ
け
聯
^

し
>

時
速
三
す
哩
な
ル
*はS

四
吸
ガ
け
前
進
し
て
了
ふ
.

め
で
.̂
";;i
p
o

 

- 

,
:

.

.

A
註
.
-

0

 

T
r
i
p
p
,

 .
R
o
a
d

 

T
r
a
e
a
c
.

 a
n
d
.

 its..,contr61v.

巧
.

1
5
7
-
8
.
.

.

.

.

,

.次
に
；̂
的
、原
因
と
し
て
は
、
プ
レ
ー
キ
を
使
用
し
.て
か
ら
も
、
.
自
’孰
享
は
"得
享
す
る
ま
で
に
情
力
で
或
j

距
離
だ
け
を
滑
走
し
て
前 

進
す
る
、
.
と
云
ふ
こ
と
を
擧
げ
得
る
。
此
の
距
離
は
、
速
虔
に
よ
つ
て
異
な
り
、
プ
レ
ー
キ
能
卒
に
よ
つ
て
異
な
り
、
路
面
，孤
^
?
,
風 

.力
等
の
如
何
に
よ
つ
て
も
相
違
が
あ
る
が
，
今
、
平
粗
な
路
面
上
で
風
向
•
風
力
が
.正
常
な
場
合
に
就
て
見
る
と
、種
"< 

の
速
度
、
種

1

 

の
プ
レ
ー
キ
能
卒
の
下
に
於
け
る
制
動
距
離
は
次
の
表
の
如
く
で
あ
る
。
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四
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ニ
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ニ
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三
六0

五
冗

ニ K
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ニ
八 

三
五
五 

五
0

0

滴
度へ
哩/
時«•>

I
I

の

I 

場
寧
乾
！

式

T-
面

.

P
め：
.楊
.合

V2
16

な稍 

る々

m ,
合か

な極

スめ

場滑 

合か

V2
To

V2
w>

-進
路
交
通
の
-
.全
：i
-自
動
車
速
览
の
：制
眼
に
就
て
' 

.
, 

!

八

：

c
u
!
:
5
0

即
ち
"
.之
に
ょ
っ
て
吾
人
は
、
速
度
が
大
と
な
る
ほ
ど
制
動
距
離
は
比
例
以
上
の
割
合
を
以
て
累
進
的
に
滑
す
る
と
と
、
而
し
て

.

 

-

 

.

 

•

 -

 

.
 

■ 

.
 

.

 

•

此
の
距
離
は
路
面
の
狀
態
が
劣
惡
で
あ
る
ほ
ど
益
々
增
加
す
る
ご
と
を
知
る
の
.
.で
あ
る
。

.

運
轉
者
が
前
途
に
障
碍
物
‘ど
認
め
て
即
時
に
プ
レ
す
キ
を
使
用
し
た
場
合
に
於
て
す
ら
斯
く
の
.
如
く
e

あ
る
の
に
，
若
し
之
に
加/

.
.

.
.

.
.

 

.

 

-

*

.

.

.

.

.

.
p
.
r、

前
記
の
如
く
プ
レ
.

1
キ
使
用
以
前
に
相
當
の
距
離
を
前
進
ホ
る
こ
と
が
不
可
避
的
で
あ
る
と
す
れ
ば
突
如
と
し
て
生
じ
た
障
碍

r
-

 

.

•

 
.

 

-

 

•

 
■

 .

 

■

 ;

 

■

: ■

 

■

 ■

.

.

.

 

.

が
前
方
相
當
の
距
離
に
在
る
と
し
て
も
‘、
高
速
度
の
場
合
に
は
自
動
車
が
之
と
の
衝
突
を
避
け
る
こ
と
は
不
可
能
で
あ
る
と
見
な
け
れ 

.ぱ
な
ら
な5

。

|

廣
の
8

は
此
I

に
i

す
る
。

.
^

 

,

.

:

(

註

Tripp,

んp. cit., P,.157-8,

.

第
二
は
、.
事
故
が
賞
療
に
發
生
し
.
た
場
合
に
は
-

其
の
寶
害
は
速
虔
，が
高5

.

ほ
ど
重
大
悲
慘
と
な
る
と
と
で
あ
る
。
而
し
、て
之
は
；J

原
因
に
.由
來
す
る
.デ
其
.の

1
:

は
、
.高
齋
度
の
場
合
’
に
：は
V

:
補
ま
す
る
脚
に
於
て
も
簿
§

,

れ
る
側
に
：於
て
も
*

;

®突

を

®
;
避
す

る 

.
爲
め
.又
i

潜
を
輕
減
す
る
爲
に
保
身
的
働
作
t

取
る
，の
時
間
‘的
.餘
裕
.が
少
い
.一と.
.
.と
：で
め
る
。
今
、：

蓮
轉
者
の
側
に
過
失
の
あ
っ
た
場 

'合
を
例
に
.と
つ
.
て
見
る
に
、
.
速
®

の
偶
め
場
.合
に
.
は
事
故
を
间
避
す
を
と
と
は
容
易
セ
.
あ
ま
' 

時
速
四
哩
.の
'場
合
に
は
ソ
假
令
操
向
の

誤
り
：

&

あ
つ
て
も
、
.衝
突
の
一
起
を
以
前
に
之
.

す
る
と
と
は
通
例
容
易
に
行
は
れ
る
所
で
あ
る
が
、
之
が
時
速
十
哩
と
な
り
.‘‘一
一
十

.

 

•

.

 

.

 

.

.

 
■

 

■
.

趣
と
な
る
場
合
に
は
、間
に
合
ふ
や
う
.
に
正
常
の
狀
態
を
恢
復
す
る
こ
と
は
極
め
，て
困
.難
と
な
る
。
而
し
て
.時
速
.四
十
.哩
，'と
.も
な
れ
.ぱ
、
 

網
る
1

^
大
：.
^
結
果
を
惹
起
す
る
ヒ
：と
-を
免
れ
.な
^
^
セ
あ
ら
う
。
又
.ゾ
能
步
者
の
側
.：に
過
失
の
.あ
つ
だ
場
合
に
就
て
.云
へ
：ぱ

，
.俾

令
S

.
に
接
近
し
て
來
る
自
動
寧
が
あ
ウ
て
も
.、.
そ
.れ
；が

時

速

十

、哩

の

糖

度

‘で

あ

ら

ぱ

.

.

.

路
.傍
又
は
步
道
上
へ
身
を
翻
し
.て
避
せ
る
こ
と
が
出 

' 

.
(

3〕

.

.

 

■

.來
る
.
で

あ

ら

う

：が

、
時

速

二

十

哩

：又
：は

H

十
.哩
.
の
描
鹿
.と
も
な
ら
ぱ
其
の
餘
裕
は
失
：は
れ
る
0

'事
故
め
.發
生
しW

場
合
の
實
害
が
高
逮
度
の
際
に
は
丄
層
黨
大
と
な
’る
と
，云
：.ふ
：.こ
と
の
‘
第
.！1の

..

腻
因
は
，
速
廣
.が
增
伽
す
れ
ぱ
壓
著

■

 ■

 ■

 
-

 

-

■

•

■

-
.

 

•

 

.

.

 

/ 

...

力
.(

f
o
r
c
e

 

o
f

 

i
s
l
>
s
〕

增
伽
‘す
る
が
、
後
者
の
墙
加
の
賴
虔
は
、
速
度
の
：塘
加
に
比
例
す
る
の
で
は
な
く
し
て
、
速
度
の
槍
加
の

(
c
>
o

 

f. 

自
乘
.に
比
列
.I

,,

と
云
ふ
點
に
存
す
る
。
.蓋
し
.

衝
突
.の
：結
果
と
レ
て
其
の
相
手
方
に
與
へ
，ら
れ
る
衝
撃
も
、

‘
.恥
.の
盤
著
力
の
增
加

と
同
孰
合
を

2
^

て
♦

加
す
る
か
.レ
で
あ
る
。
ト

ク

リ
サ
プ
氏
は
例
を
擧
げ
て
云
ふ
。「

令
、
不
注
意
に
も
交
通
流
に
背
を
河
け
て
步
道

0 .

 

.

.

.

.
が
取
き
が
へ
踏
み
出
し
た
人
が
.あ
る
と
す
る
。
若
わ
彼
の
直
ぐ
背
後
.に
在
る
車
靡
が
足
踏
み
の
箱
形
三
輪
車
で
あ
っ
て
時
速
K

哩
で 

.進
ん
.で
來
て
.居
る
も
の
.と
す
れ
ば
*
/0
.
,
u
^
衝
爽
V

や
も
其
わ
場
合
に
傷
る
機
请
は
大
ル
な

i

o

併
し
、
若
し
新
動
車
が
時
速 

ニ
ゼ
哩1̂
.

は
三
十
風
.で
艦
ん
で
来
れ
と
.す
れ
#

.

衝
突
結
果
、

.

恐
ら
く
サ
傷
害
を
免
れ
な
い
.で
あ
ら
う
。

し
て
速
度
が
若
レ
四
ト

道
晰
交
風
の
お
全
：

W
2
E

動
.取
速
度
の

i

跟i
i
-

就

て
.

i

 

.
,
c
l

ニ
！
五£
.
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哩
ほ
ど
に
.高
ま
つ
て
居
.た
と
す
れ
ぼ
.、
殆
ん
.ど
.確
實
に
：死
.を
资
れ
な5

で
：あ
ら
ぅ
？
步
行
敦
の
側
に
於
け
る

過
失
は
是
等
キ
ー
個

の

場

合

と
も
同r

で
.
.あ
る
が
、
其
.の
紙
取
は
乾
し
ぐ
#

;

み
ま
しV

其
の
相
進
ね
決
定
的
要
&
と
な
つ
た
も
の
は 
>:變
に
車
糖
の
か
行
速
虔
ゎ

.

大
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事

せ

禽

人

の

常

に
'
避

け

ん

と/欲
し
：旦

タ

努

力

し

つ
.
.

あ
る
所
で
あ
る
が
、
そ
れ
に
も
狗
ら
す
事
實
發
生
す
る
听
以
の
も
の
は
、

# 

(

竟

不

注

意

K

は
怠
慢
とj

K

ふ
が
如
き
過
先
が
.人
間
に
避
け
ら
れ
得
.タ
レ
と
と
が
、

h
T

た
.る
：理
由
と
な
つ
て
居
る
の
で
あ
つ
て
、
事
故
は 

主
.と
し.>J.

過
失
の
所
鹿
で
♦

る

と

ま

は

な

け

れ

，ば
な
ら
、
な

か

0

.:

而
も
此
の
.過
失
が
，

の
何
れ
め
側
に
在
る
を
問
；̂
す
、
偶
タ
高
速
度
.
 

走
行
と
結
.び
付
ぺ
と
き
.

其

處

に

：重

大

悲

慘

な

.る
結
果
を
招
來
す
る
0 
.

英
國
の
運
輸
省
に
於
て
道
路
上
の
交
通
事
故
約
！一

十
萬
件
に
就 

て
行
ほ
れ
た
調
森
に
據
れ
ば
，
事
故
.に

ょ

つ

て

，重

傷

又

は

.死

生

じ

た

割

合

は

、人
家
速
擔
の
地
或
に
於
.

®
 

!五V
/

で
あ
る
に
反
し
、 

非
人
家
蓮
擔
地
域
に
於
.て
は
四
.
.

m
,

で
あ
.
つ

た

と

.
又
.
，
警
視
廳
の
調
査
を
檢
討
し
て
見
る
と
、
.
昭
和±

1

一
年
，に
於
け
る
普
通
自 

動
車
の
筒
：突
事
故一 .

件
當
り
の
死
亡
者
數
は
、
自
相
互
の
場

合

に

就

て

は

、
.
東
京
市
舊
市
域
が
最
も
少
く
、.
.同
.新

市

域

が

之

に

次 

ぎ
* 
.

,

.

郡
^

が
最
も
.多
數
を
.
占
.め
；..て
居
り
、
步
行
者
.を
箱
.手
と
す
.

場
合
に
就
て
は
Q 
.
!

事

故

當

り

の

死

.傷

者

數

は

死

亡

及

び

重

傷

に

在 

ズ
は
養
市
域
が
最
.供
で
’
郁
部
が
最
高
を
示
ム
、
.
輕
.律
に
在
.
.て
.は
之
と
.
E

反
對
.
の
關
係
.を
示
し
て
居
る
と
と
.
.が發息さ，

冗も

、
英

i
s

に
在
て
は
人
家
連
擔
地
域
に
於
て
、.
义
東
京
就
に
在
て
は
東
京
市
舊
市
域
に
於
：.て
、.
.其
め
他
の
地
域
に
於
け
.る
よ
.化
も
自P

車
の
逮
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度
が
比
較
的
低
.

5

の
が
.通
例
'で
あ
る
こ
と
は
容
易
に
推
定
し
得
る
所
で
あ
る
。.
米
國
.に
於
て
は
"
田
合
に
在
て
は
都
市
に
比
較
し
て
自

勁&

事
故
の
欧
死
率
も
高
く
、
..又.、
高
速
度
蓮
轉
が一

層
多
く
行
は
れ
て
居
る
こ
と
，
前
記
の
如
く
で
あ
る
。
高
速
度
の
致
死
的
效
跟
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.
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r
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.

は
之
に
よ
つ
て
有
力
に
物
語
ら
れ
て
居
る
と

.云
は
な
け
れ
ば
な

"

5

な
い
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.
昭
歡
十
一
東
京
旧
に
於
け
る
普
通
自
動
車
の
事
故
一
件
當
り
の
死
傷
發
生
數
は
、.
地
域
別
に
見
る
と
左
表
の
如
く
で
あ
ス
。

.

東 東 . 東  
i j f京 束 ，. 
S 市 市
S 新 舊  
郡 r jj市
部 域 城

地

城

n r
三 八 七  
九 0 七

輕

m 白

動

車

相

0  0  0
— 0  0

ハ

重

傷

0  0  0
0  0  0
へ ニ —

死

た

9  9  9
五 七 ’’九 
三 八 .0  
三 八 六

輕

爆

重

傷

死

亡

步

者
を
相
手
と
す
る
も
の

9  ?  9 .
ニ ー  0  
0  ニ 七  
0 七 五

0  0  0
三 0  0  
三 九 ニ,三 三 .-四

右
の
表
に
を
て
、
自
；̂
車
圓
突
事
放
の
错
果
が
郡
部
に
於
て
最
も
重
大
で
あ
る
こ
と
が
看
取
さ
れ
を
が
、
.唯一

の
例
外
は
自
跳
車
相
互
間
の 

衝
突
に
よ
る
輕
傷
者
の
場
合
で
あ
る
こ
と
は
1

注
意
を
要
す
る
動
で
あ
る
。

.

.
 

■

(

註
こ
人
索
連

.擔
地
域
又
は
束
京
畫
市
域
に
於
て
は
速
度
制
限
が
5

厳
重
に
行
は
れ
て
居
る
こ
と
、
媚
に
、
交
通
量
が
多
大
で
あ
る
こ
と 

\

こ
恶
ぃ
：

>
>

 

資

際
の
厘
抑
速
度
が
.供
下
す
る
。
ガ
に
民
し
て
、
他
の
地
城
に
於
て
は
，
此
の
遞
越
を
恢
復
す
る
爲
に
速
度
を
高
め
る
.こ
と
に
な

■ 

V
.
.
. 

、

.

り
！！：̂

い
の
み
な
ら
プ
、
氣I

f

制
限
は
比
較
的
に
寛
大
で
あ
る
。 

.

.

.

.

道
路
交
通
の
安
全
1

$

速
度
の
制
限
に
就
て 

-

」

ニ 

(

1

§

九〕
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に

就
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,
高
逮
ぐ
交
通
力
.道
路
交
通
事S

の
主
要
な
る
原
因
や
る

ZJ；

と
上
^
.
說̂
.の
如
く
で
あ
'
が
、
併
し
之
.の
.，
が
唯J 

"の
务
要
原
因
た
る- 

の
で
は
な
5
0 itss
ま

、‘
そ
れ
か
み
で
取
獨
的
ね
：

153̂

化
を
.生
か
も
か
で
は
？

の
で
ぁ
：る
。
此
の
事
ば
、
鐵
道

ii

か

忘

.ま

車

に 

劣
ら
ぬ
^
5激
廣
を
ぢ
て
走
行
し.て
2
5
.
る
.に
ふ
拘
ら
す
事
故
が
比
較
的
に
僅
少
で
あ
る
；
^
と
に
よ
り
-
競
に
、
等
し
く
自
動
事
で
も
列
へ

ぱ
獨
逸
に
見
る
暮
車
道<^

R
e
l
chsa&b

ぷn
)

.
の
如
き
嚇
殊
設.傭
あ
る
.專
用
道
路
.

l}

に
於
て
は
自
動
■

彼
が
極
め
て
僅
少
で
あ
る

とi
K

ふ>
J

と
に
*

^
づ
て
哪i

i

で

あ

:

v 

. 

■ 
■ 

:

:

:
ン
：
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い，：
.
ぃ
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:
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•
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.

.

. 

- 

‘
、
. 

• 

i

• 

' 

. 

.
,

‘ 

.

然
ら
ぱ
、
高
速
ま
は
如
何
な
る
？
^
☆
に

於

を

生

む

の

危

險

を

蔵

丄

て

る

の

一

ザ
,
る
：
か

、
；
或

は

V
他
の
t

な
る
原
因
と
給
. 

合
し
て
事
；̂
を
生
む
.め
で
あ
ま
、
と
云
ふ
に-
そ
れ
は
ト
’ク
.リ

へ

.る
が
如
：く
に
、一

方
§

双
方
が
高
速
度
で
移
動
し 

0 

iあ
る
交
通
、S

の
間
に
豫
期
せ
ざ
る.邏
遁
‘
9
目
n

'

d
 

e
n
c
o
l
e
i
r

富
じ
た
際
：m
事
を
生
す
る
の
で
I

。
不
意
の 

S

力

ま

て

も

、
極
め
ニ
禮
渡
の
場
合
に
ガ
殆
ん
ど

當
>
^
0
5

も
の
と
迄
な
る
に
は
至
ら
な

5
。
：

又
、
高
逮
度
で
ぁ
つ
て
も 

不
意
.

9

 

レ
ー

ま

に

、
，是4

亦
事
故
を
生
；

i：3 AJ.

と
ほ
.な
.
，̂

I
 

.處
連
：度
と
.不
意
の
簿
瑕
と.：
の

攀

ザ

同

時

：に

.存
在
す
る
と
き
、 

其
處
忙
事
故
が
I

而

も

相

當

に

又
：！！

非

常

に

重

大

な

事

故

が

生

，ホ

き

で

あ

る

.

0 

.

• 

V 

.
 

.

‘;

.德
弾
上
：
ポス

.ぶ
；̂

の
S
趣
の
.生f: ：

名
.厳
旧
、ふ
.

4

ダ
ほ1

い
應
律
觀
ホ
面
に
於
玄
以
も

^>jv

觀

.へ

.ま
て

：
と

が

£

來

る
9 

:

そ
三
哩
糖
度
の
.
步
行
者
及
.ぴ
重
贵
荷
馬
享
か
.ら
、7
時
速
明
-
^
"哩̂
程
虔
の
自
動
自
轉
車
に
至
る
ま
；で
、
.遲
速
種
タ
の
舞
虔
の
交
浦
主
體
が

移
動
し
，つ
、
.

かり
、，
同
種
の
.交
通
.主
體
で
も
緩
#
種
々
の
逮
度
ビ
取
て
移
動
‘わ
.
.ウ
：ム
，あ
を
。
.
.
，
'

而
も
そ
れ
が
'、
.
*
^
^
.は徒
步
又
は

S

事
に
.

‘ 

. 

.
■
 - 

. .
-■ 

■ 

' 

■ 

. 

■

.

.
 

.

よ
る
低
速
虔
の
.交
通
$

爲
に
作
ら
れ
た
普
薄
.の
.
道
路
上
を
進
行
し
.ウ
V

あ
‘る
所
に
、
.
前
行
者
よ
後
績
者
と
の
間
に
不
意
の
邏
遁
が
生
す
.

ぷ
機
會
が
横
は
ウ
-
ズ

居

る

。

，

.

ぃ

 

：->
:
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•
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/

(

註
"こ
.
米
國
の
.
‘ホ>
 
ィ
ト
氏
は
、
道
路
上
に
族
け
る
各
種
交
通
主
體
の
.移
動
め
速
度
を
义
の
如
く
に
比
較
し
て
居
る
© 

：:

.

,

’

ス

.

i

 

輔
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i
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別
ン
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一

牽
車
附
貨
物
自
動

,
 

.
.

.
，

.
.

1

‘
0 

.

.

.

.

.

-

 

...

.

.

五
.嚼

積

货

物

自

軌

車

-

 

-
■

 :

 

.

.
S 

、

,

靈
氣
自
動
車
.
. 

：

.

，
.
.
.
. 

：
.
.ニ.

0
.

.

-

 

.
輕
傲
貨
物
自
動
車
及
び
：乘

合

惠

夢

一

.

‘

ソ 

1.1

五
.
-
:
.
:

.

督
擁
^
2
1̂
取

ゾ

 

■

 

-

V

三
。

.

'
.
,ま
動
自
轉
車
-

‘ 

. 

-
S
.
-
,

シ
：
旧
。

：
：ン

-

’

.

.

.

.
 

,

 

-
.

 

,

.

:

若
し
之
に
自
轉M

r
V

步
行
者
、
電
事
を
加
へ
.
る
と
き
は
、
.
其
ひ
.
複
雜
性
は
更
に
滑
大
す
る
，。
一

バ

ぎ

ダ

0

P
と
r
 

p
, 

4
4
4
,
)

.

第一

S
 

.各
種
交
通
i

の
通
路
が
全
部
同
：

一

道
路C

に
浪
在
.

rĤ
..、；

其
の
間
に
.何
等
.の
.
®別

が

爲

さ

，
れ

て

.居

な

い.と

と

で

あ

る

.
。 

道
路
交
海
の
安
全
I

動
車
逮
S

制
眼
に
熟K 

5
 

t

r

s

c

.

1
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.縱
路
^
$
^
緯
の
安
全
：|

動
取
.惠
廣
の
：制
眼
に
就
で
. 

：I
5

 

'- 

a
n
!

六I
D

.

..

■ 

' 

• 

t
. 

J

.形
狀
•

大
小
，：诬
虔
等
'の
默
に
於H

各
種
各
儀
な
る
多
數
の
交
通
ぜ
體
が
-

.
:各
自
そ
容
ず
る
部
分
を
、
其
の
欲
す
る
.方
向
に
向
つ
て
適 

I
t

し
つ
つ
あ
る
の
’
で
あ
つ
て
.

全
く
文
字
通
.り
に
無
軌
道
の
.狀
態
.を
呈
し
て
居
る
，0

而
も
梵
S

.

位
置
及
び
向
の
變
換
は
.
他
の
者
に 

對
し
て
豫$

1

な
く
し
て
行
は
れ
る
。
其
處
に
不
意
の
跟
遊
が
生
す
る
可
能
性
が
存
在
す
る
。

.

第
三
は
、
可
跋
距
離
の
.
短
小
な
と
と
で
れK

?
。

之
は
、
.
道
路
がK

に
交
叉
し
又
は
合
流
す
ぶ
場
合
、
鼓
に
"

半
I徑

の

短

虔

の

曲
線
の
存
す
る
場
合
に
生
す
る
所
で
み
つ
て
、
斯
か
る
#

所
に
於
て
は
-
交
避
主
體
は
互
に
他
の
交
通
主
體
の
存
在
を
豫
期
し
て
醫
成

• 

• 

. 

. 

. 

•

的
行
動
に
出
づ
べ
き
で
あ
る
が
、
此
の
點
に
缺
け
る
所
あ
ら
ぱ
忽
ち
不
意
の
遊
遊
に
陷
るZ

J

と

を

免
れ
な5

の
で
あ
る
。

.

個
々
の
原
因
分
觀
的

y

考
察
す
れ
ぱ
右
の
如
く
で
あ
る
が
、
之
を
綜
合
し
て
考
へ
て
見
れ
ば
-

要
す
る
に
、
道
路
上
に
於
て
不
意 

の邏遁が生すのは

V

個
々
.

の
交
通
主
體
が
、
空
間
的
に
見
て
、
纖
の
關
係
に
於
て
も
橫
の
關
係
に
於
て
も
互
に
分
離
さ
れ
て
居
る
.
 

と
と
が
絶
無
又
は
極
め
て
不
完
全
な
と
.

に
基
因
す
る
.

と
云
ふA

J

と
が
出
來
.る
。
令
、
此
の
點
を
說
明
す
る
の一

法
と
し
て
、
道
路 

交
通
を
鐵
道
交
通
の
.場
合
に
比
較
し
て
見
.る
と
、
其
の
間
の
對
照
は
著
レ
い
も
の
が
あ
る
。
即
ち
、
鐵
道
に
於
て
は
、
列&

の
通1

1
7

す 

る
の
は
-

I

定
の
軌
道
上
に
限
ら
れ
て
居
て
他
の
交
-通
主
體
の
侵
入
を
許
さ
す
、
.
同

1

の
軌
道
上
に
在
.て
も一

時
に一

定
席 1

間
に
は
決 

し
て
'1

倘
以
上
の
列
^

^
め
進
行
を
許
さ
ぬ
や
ろ
に
其
の
運
轉
が
完
全
に
競
制
さ
れ
て
居
て
-
各
交
通
主
體
は
縦
か
ら
も
横
か
ら
も
完
全 

に
☆

離
さ
れ
て
居
る
0

鐵
道
に
於
け
-る
事
故
が
蓮
轉
總
量
に
比
し
て
極
め
て
僅
少
で
あ
ゎ
-安
全
率
が
極
め
て
高
レ
の
も
當
然
の
と
と
と 

云
は
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
0 

.然
る
に
普
通
の
道
路
上
に
於
て
は「

——

少
く
，̂
近
代
化
さ
れ
改
言
さ
れ
て
居
な
道
路
上
に
於
て
は一

.

.
 

斯
か
ス
•
分
離
は
夢
想
.だ
も
す
る
.

と
.： J
J

が3
S

來
な
，

S，
.

の
で
あ
る
0

, 

\ 

.

.

.

.

.
 

•
.
. 

.

若

し

事

故

，
の

.發
生
原
因
が
高
鑑
度
と
不
意
の
邏
遊
：̂
:の
同
時
的
存
在
に
在
り
、：

而
し
て
後
者
の
原
因
が
各
交
通
主
®
相
間
の
分
參

ネ
完
全
に
在
る
’
と
す
れ
ぱ
、
此
の
最
後
の
原
因
を
除
去
す
る
こ
と
に
よ
つ
て
事
故
め
發
生
.は
槪
ね
防
止
さ
れ
得
る
醫
で
あ
る
。

.

即
ち
V

第
一
に
物
的
誅
傲
の
方
面
に
•著
目
し
ヤ
云
へ
ぱ
、
'.若
し一

切
の
場
合
に
於
て
步
行
者
と
緩
行
車
輔
と
疾
行&
輔
と
を
レ
て
、 

各
々
道
路
上
の
異
な
る
部
分
を
通
行
せ
し
め
.、
旦
つ
交
叉
を
常
に
立
體
的
た
ら
し
め
る
，(

上
下
異
な
る
平
面
上
に
於
て
行
は
し
め
る)

と
と
と
す
れ
ば
、
.而
し
て
そ
れ
が
完
全
に
勵
'行
さ
れ
る
と
す
れ
ば
、
各
種
の
交
通
流
の
問
に
於
け
る
橫
の
關
係
か
ら
の
不
意
の
置
は

• 

•

氣
無
と
.な
る
普
で
あ
る
。
若
し
又
そ
の
上
に
‘
*各
種
交
通
流
中
の
各
交
通
.主
體
を
し
て
相
冗
間
に
常
に
必
要
な
る
間
隔
を
維
持
せ
し
め
、
 

且
つ
追
越
を
.行
は
し
め
な5

か
又
は
之
を
行
ふ
必
要
な
か
ら
し
め
る
の
方
策
を
講
す
る
と
と
と
し
て
そ
れ
が
完
‘全
に
勵
行
さ
れ
る
も
の 

と
す
れ
ぱ
、
.
縦
の
關
係
に
於
て
も
不
意
の
遊
避
‘は
發
生
し
な
V

害
で
あ
る
。.

1̂

に
、W

1

の
各
主
'耍
部
分
の
激
備
を
常
に
完
全
な
ら
し 

め
る
C

ふ
に
す
れ
，ば
"

走
行
中
に
；̂
、て
：不
可
抗
的
に
他
の
韋
輔
と
の
.距
離
を
突
然
に
短
縮
せ
し
め
る
と
.と
や
他
軍
の
進
路
を
侵
.す
に
至 

る
こ
と
が
避
け
ら
る
か
ら
.

不
意0
,
^

避
は
此
の
.點
.か
ら
も
囘
經
滅
少
せ
し
め
ら
ル
#

る
替
で
あ
る
0
. 

. 

■ 

. 

•

次
に
、
’人
的
方
面
に
著
目
し
て
云
へ
ぱ
、英
國
の「

安
全
第1

協
會」

(
N
a
t
¥
:
a
l
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の
發
表
に
據
れ
ぱ
、

.
.V 

. 

(

3〕

事
故
に
よ
る
死
亡
の
八
五
％
は
人
的
過
失
に
基
さ
、.一
其
の
中
で
三
ニ 
％
は
蓮
轉
者
.の
過
失
に
.靈
く
と
云
は
れ
て
居
る
位
で
あ
る
か
ら
、

» 

.
* 

一

若
し
审
輔
の
運
轉
者
を
し
て
.、
常
に
公
衆
.の
.安
全
を
念
.風
に
置
き
、
障
碍
の
發
生
を
豫
期
し
て
警
戒
待
機
の
姿
勢
を
取
り
、
敏
速
に
決

.

.
1 

.

.

(
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メ 

.

.

.
，

意
し
行
動
し
て
.
.他

に

：先

んt
て
像
防
的
措
置
に
出
で
し
め
る
や
.

ぅ
.'

に
訓
練
す
る
と
き
は
.、"
不
意
の
遞
眶
：は
極
度
に
減
少
す
る
で
あ
ら

ぅ
。
現
に
米
國
の
或
る
.パ
ス
會
社
で
は
蓮
轉
手
に
對
じ
て
約
十
項
の
訓
言
.を
示
し
て
、.I

九
ニ
ニ
年
か
ら一

あ

一

八
年
ま
で
の
七
ヶ
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,

.

. 

.... 
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.
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萬
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に
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あ
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練
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ぺ
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事
故
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事
故
防
成
に
對
：し
.
て
は
f
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l
p
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以
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勵
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-
轉
じ
て
步
行
者
を
訓
練
す
る
と
.
と
に
至
つ
そ
は
、
.更
.に

多

：く

不

意

、の

遊

振

を

同

避

す

.る
に
.役
立
つ
普
で
あ
る
。
少
く
も
都
市
に
於
け
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.
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 ゾ

る
事
故
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分

ぶ

の
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に
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因
す
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と
か
、
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.事
故
に
よ
る
死
亡
の
：四
制
は
き
者
の
.過
失
.に
よ
を
と
か
云
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て
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る
.位
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る
か
ら
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徒
歩
者
を
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自
.由
：に
車
道
だ
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笑

る

ゼ
.と

；

g

き

，や

ぅ

、

又

車

.道
橫
斷
：の
際
に
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：絶
對
安
全
な
と
と
を
先
づ
：見
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め
を
上
せ
想
速
ザ
行
働
ず
‘る
.や
す
に
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め
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oodles 
ホ
に
於
ず
，
.. 

.
道
も
'取
齋
规
则
の
规
定
を一

ホ
ら
ざ
る
と
-え
、

事
*

M

及
び脈

#
.

上
の
.謎
談
.
に
於
て
.

他
の
翻
係
者
に
よ
り
，
霄
に
の
腐
立
又
.は
否
ぜ
を
助
け
る 

へ-
も
の
ど
W

で

せ

傲

W

旨
か
揮
定
て
居
る
い
.
又
、
最
猫
に
我
が
大
I

で
は
，
發
に
於
け
る
電
車
の
染
行
聚
樣
殺
車
故
に
顔
す
る

，裁
判
に
於
て
ス
被
害
者
と
つ
て
：不
利
な
-る
判
決
を
下
レ
た
。

,

.

.
之
を
耍
す
る
に
.
、：.
物
的
及
び
人
的
.の
南
^

^
面
に
里
り
徹
底
的
な
安
全
蓮
動
を
行
ふ
こ
と
に
よ
ウ
て
、
不
意
の
遞
f

著

し

く

減

"
^
る 

と
と
が
出
來
る
で
あ
ら
ぅ
タ
‘
现
に
-

5

ョ
す
グ
市
安
全
琪
會
々
長
の
演
說
.に
よ
れ
ば
、
米
國
で
は一

九
三
五
年
と一

九
三
九
年
と
を
比 

，較し
て
.？
.

事
故
率
は
，

一
.

億

寧

輔

哩

に

付

き

，
ニ
七

•

四
件
か
ら一
0

•

九
件
と
滅
じ
、
死
亡
は
ニ
禽
九
千
件
お
減
じ
、
入
間
傷
齋
及
び
財
®
 

毀
損
事
故
は
百
萬
件
を
減
.
.

、̂
g

動
車
常
用
者
に
對
す
る
{
文
全
推
定
距
離
は
九
百
哩
と
な
る
に
至
.つ
た
が 

>
 

是
等
は
官
公
吏
と
民
間
の

(
5
〕

 

•

圓
體
及
び
媒
門
家
と
が
協
力
し
て
行
.つ
た
事
故
防
止
載
め
緒
果
に
ル
な
ら
な
い
と
.云
ふ
と
と
で
あ
る
9 

(

註2
)

「

道
路
の
改
良4；

.(

昭
和
十
五
年
七
月
憩
所
載
"

交
通
安
全
に
就
て」

參
照
。

併
し
な
が
ら
、
實
際
に
：於
て
は
右M

述
ベ
た
：る
.ガ
加
き
各
方
面
に
宜
ウY

わ
徹
底
的
な
安
全
施
設
や
安
全
制
度
を
設
け
る
と
と
は
辩 

ん
ど
期
持
し
難
：ぃ
所
で
あ
.
^
^
0假
令
そ
れ
が
替
ち
仏
勵
行
：さ
れ
て
も
‘
.

#輔

：に

突

發

的

，
不

1
5

抗
的
の
故
障
の
生
す
る
と
.と
を
絶
對 

，的
に
防
止
す
る
こA

J

は
不
可
能
.で
あ
る
ッ

： i
?
r

人
間
が
完
全
な
る
存
在
で
な

>

以
上
は
、
時
と
し
て
過
'

2}<を
肩

'す
と
と
は
免
れ
得
な
い 

所
で
あ
つ
て
、
蓮
轉
者
が
極
力
警
戒
し
つ
-

慮̂
懷
か
め
注
意
‘の
不
足
に
よ
つ
て
他S

-

又
は
他
人
の
進
路
を
儀
す
に
至
る
こ
と
は
有
り
得 

.

る
所
で
あ
り
"

步
行
者
！？̂
街
’上
セ
は1

事

手一 "

投
足
.に
も
常
に
危
險
に
賜
ら
さ
れ
て
居
る
と
云
智
を
特
ち
艘
け
る
ご
と
に
努
力
し

I 

.
.

.

,
つ
i

も
、
.時
と
し
て
大
な
る
喜
怒
哀
樂
'の
感
情
に
雕
り
捉
は
'れ
て
.居
る
際
に
は
不
用
意
に
も
我
か
ら
身
を
危
險
線
と
に
投
げ
出
す
と
と 

. 
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.
道
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安
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苹
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就
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園
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道
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通
の
，安
全V

自
動
車
速
度
の
制
限
に
就
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二

八

(
ニ
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と
な
る
場
合
も
絶
無
と
は
云
へ
な5

0 

に
、
安
全
蓮
動
が
實
さ
れ
て
も
猶
ほ
現
實
的
に
は
未
だ
不
意
の
邏
遁
のtill

す
る
餘
地
は
殘 

存
す
え
と
と
と
な
ら
ざ
る
を
得
な
い
。 

• 

、

.

.凍
し
て
然
ら
ぱ
事
故
發
生
.を
防
ぐ
め
途
は
*

此
の
殘
存
す
る
不
意
の
邏
振
を
ぱ
高
速
度
か
ら
分
離
.せ
し
め
て
、
是
等
雨
者
の
司
時

, 

% 

こ

的
渡
在
を
不
可
能
な
ら
レ
め
る
か
外
に
は
存
在
し
な
い
、
と
云
は
な
く
て
は
.
な
ら
な
い
。
換
言
す
れ
ば
、
不
意
の
邏
遊
は
可
處
’て
於
C 

も
常
に
發
生
し
得
ま
の
考
へ
て
速
ぎ
或
る
眼
虔
內
に
黯
す
る
^

と
，
特
.に
前
者
の
比
較
的
に
發
生
し
S

所
に
於
て
は
後
者 

を
一
,

强
化
す
と
と
が
、
最
後
に
殘
さ
れ
た
事
故
防
止
手
段
で
あ
る
と
云
は
な
け
化
ぱ
な
ら
な
レ
0
:

‘

.五

.

.

-

.. 

.

r 

>

速
度
の
制
限
は
、
自
動
車
の
使
用
者
に
と
っ
て
は
、
.必
す
し
も
常
に
：歡
迎
す
べ
き
事
柄
で
ゆ
な5

か
も
知
れ
な
5
0
事
實
、
彼
等
の 

間
に
ほ
、
.高
速
度
そ
れ
自
身
が
危
臉
な
の
で
は
な
く
、
.
過
度
に
高5

速
度
,
^
は
不
規
則
な
速
度
が
危
險
な
の
で
あ
り
、
無
謀
な
速
度
が 

危
臉
な
の
で
あ
る
，
.と
云
ふ
聲
が
厘
々
發
せ
ら
れ
る
。
又
、速
度
を
制
限
す
る
こ
と
は
自
動
.車
の
機
能
の
發
揮
を
妨
げ
る
ぁ
め
で
あ
り
、

其

の

生

命

を

奪

ふ

も

の

に

外

な

ら

な

マ

ク

リ

ン

ト

タ

ク

氏

も

云

へ

、る
が
^

速

' 

 ̂

- 

，

虔
の
問
題
は
、
街
路
の
使
用
者
の
個
人
的
利
益
と
.一

般
公
衆
の
利
益
と
の
衝
突
を
示
す
も
の
で
わ
り
.、
之
が
.取
蹄
の
間
題
は
自
動
ボ
取

蹄
規
定
又
は
道
路
使
用
規
則
の
制
定
上
に
於
て
最
も
重
耍
且
っ
困
難
な
も
の
の一 .
と
な
っ
て
居
.る
の
で
あ
る
。

.

s
r
)
>
q
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r
i
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註

2 

V

.教
ふ
に
面
人
め
見
地
か
ら
す
れ
ぱ
、
其
の
必
要
及
び
希
望
を
充
た
す
が
如
き
速
廣
を
許
す
こ
と
が
至
貧
と
者
へ
ら
れ
る
で
か
ら
5
 

.
が
.、
池
方
於
て
は
、

一

切
の
交
通
事
故
が
其
れ
當
時
め
ル
下
に
.
.：於
け
る
過
大
.の
速
度
に
歸
せ
し
め
ら
れ
得
る
以
上
は
、
安
全
の
見
地 

か
ら
は
自
動
車
事
故
を
不
可
能
な
ら
レ
め
る
が
如
く
に
.取
織
る
の
必
要
t

.こ
と
.
を
認
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
而
も
、
完
全
な
る
ポ 

愈
自
由
に
.對
す
る
要
求
.矣
全
な
る
安
全
に
對
す
る
要
求
と
は
、
共
に
’
極
端
で
ぁ
つ
て
‘何
れ
も
充
た
さ
れ
る
こ
と
は
出
來
な
い
。
從
ク 

て
結
®

ま
.
：
互
に
其
の
主
購
の
一
部
を
譲
步
ム
て
，’
迅
.速
と
安
全
と
の
間
に
正
し
レ
均
衡
を
得
し
め
る
が
如
き
程
度
に
取
蹄
る
こ
と
を
.

以
.て
•

最
も
實
際
的
な
も
の
と
認
め
ざ
る
：を
.得
な
.
-s
o
- 

.

/
.

今
蓮
轉
速
度
の
取
縮
を
行
ふ
に
當
り

.

.て
取
り
：得
®

虔
に
.ニ
.ホ
タ
。-

■

,
,其
の
第1

は
.

S

由
判
斷
主
義
，み
呼
ば
れ
る
^

の
.
で
；̂

つ
て
、一

殺
的
、
抽
象
的
の
'
言
辭
を
以
て
、
.交
通
の
安
全
を
保
證
す
る
力
如 

き
糖
虔
以
.上
の
.
.奮

を

禁

す

る

W

と
で
I

。
.
繁

め

霞

に

於

て

、
f

靈

市
：
^

^

^

.

見
る
と
、

：

詳
細
の
黯
で
紫
違
が
き
て
要
す
る

.
に
、
亂
暴
な
蓋
懷
的
な
操
縦
を
禁
ネ
る
規
定
を
見
出
す
と
と
が
出
來(

の

ネ

て

，
.生
命
ま
身
體
を
危
殆
に
瀬
せ
.し
.め
る
.が
如
き
速
虔
ヤ
囊
す
る
と
と
を
：r

般
的
®

國
の
ガ
際
商
1

泰
貴
會(
I
n
t
e
r
s
t
a
t
e

 

c
o
m
m
e
r
c
e
,

 

c
o
m
m
i
s
s
i
o
n
)

も
、

.！

九
ニ一

五
年
の
自
動
蓮
送
業
者
法

(

き
さ
H C

a
r
r
i
e
r

 

A
c
t
,

1
9
3
5
.
)

に
基
い
て
盟
ギ
自
動
車
蓮
送
業
者
保
安
規
則(

M
o
t
o
r

 

c
a
r
r
i
e
r
s
)

 

S
a
f
e
t
y
.

 I
R
e
g
u
I
a
t
i
o
n
s)

を
制
定
す
る
に
當
つ
て
は
此
の

態
度
を
取C

V

た
の
で
ぁ
つ
て
.

同
規
則
中
に
於
て「

白
動
車
は
亂
暴
に
"！； <

は

生

•
身
體
若
し
く
は
財
産
を
危
臉
な
ら
し
む
る
が
如

.

V 

. 

-
 

• 

- 

,

く
に
番
轉
す
べ
か>

4

す
.
-
,と
規
定
し
.

.
又
.
.

「

自
動
享
は
候
、
交

®

‘

交
叉
黯
、
道

き
.幅
員
及
び
性
質
*

自
動
S

.

型
、a

ぴ
に
當 

.

道
路
交
通
ゆ
安
全W

自
動
車
速
度
の
傷
供
に
就
て 

ニ

九
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を
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道
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通
跳
眼
に
就
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o
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.
•
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.

 

. 

•

游
银
ま
す
る
典
他
の
事
情
に
和
當
，
の

件

を

拂

ひ

,.

合
理
的
耳
つ
慎
重
な
稱
度
以
上
：の
速
.度
を
以
蓮
轉
す
ぺ
か
ら
す
、
云

ご

と

就
-
!
1̂̂.し

て

ー

居

る

グ
り
1ヴ

ぃ

A 

-
. 

/ 
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、
‘
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.
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’
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.

併
し
、
斯
か

.•る

制

限

ホ

法

に

；
は

缺

陷

が

あ

-る
，o
’：蓋
し
、
.蓮
轉
者
が
自
己
の
.車
輔
を
己
の
.
コ..ン
ト
ロ
ー
.ル
の
下
に
.置
い
て
-
各
瞬
間

に
於
け
.る
狀
況
に
よ
.つ
，て
其
の
速
廣
を
調
艘
す
る
と
云
ふ
の
が
最
も
理
想
的
’で
あ
ら
う
が
、：
實
際
に
於
て
は
多
く
の
臂
轉
者
は
速
度
を

. 

. 

. 

• 

,

充

分

確

に

時

•： ®
k
i

適

合

.せ

し

め

る
と

と

が

來

す

し

，て

ハ

動

：タ

も

す

れ

ぱ

高

速

度

の

方

.
へ
.傾
き
過
ぎ
る
の
み
な
.ら
す
，
事
故
統
計 

の
糸
.
す
所
に
よ
れ
，碑
.

•：

蓮
轉
者
は
細
を
自
分
が
思
惟
す
る
極
に
完
全
な
3

シ
ト
.

t

ル
.め
下
に
置5

て
居
な
か
つ
セ
と
と
が
愿
々
明

、tc

ソ
.

ぃ. 

I

か
に
さ
れ
て
居
る
か
ら
で
あ
.る
0
.
.
•
若P

 

I
.

切
め
.
蓮

轉

者

が

完

全

：な

判

斯

力

を

有

し

て

居

.る
，と

推

走

し

て

，誤

り

な

し

と

す

れ

ば

、
最
良
の 

.速
族
取
蹄
は
、
何
等
明
確
な
具
體
的
限
度
を
示
さ
す
に
‘

他
の
道
路
使
用
者
の
.安
全
と
雨
立
す
る
が
如
き
如
何
な
る
速
度
を
も
許
す
一 

.事
に
外
な
ら
な
.い
で
あ
ち
う
が
、
斯
か
る
推
定
：は
到
底
爲
し
得
ざ
る
所
で
お
る
0

無
制
限
に
自
由
刹
斷
を
許
す
と
き
は
，
必
す
や
他
の

f
^
6 ソ

. 

，

.

，
道

路

使

用

者

に

重

天

な

危

險

を

窗

ら

す

で

あ

ち

う

。

：：
.：

 

:
: 

:

.

.

- 

- 

,
 

• 

. 

.

.
V

故
に
★

の
方
法
の
み
を
以
て
し
て
.，は
.充
分
に
所
期ひ

£0±

的
を
達
成
す
る
と
.
と
が
出
來
な
い
と
.云
は
な
く
.て
は
な
ら
な
い0

唯
、
後
に

i 

■ 

- 

.
 

.

.

. .S 

-
 

.
 

. 

.
 

.

.

.

. 

.....
 

.

.

. 

.■ 

■

:
.も
.述
べ
る
が
如
く
に
,

他
の
龙
法
を
.採
つ
た
上
に
：、更
に
之
が
補
充
よ
し
て
併
用
す
；
場
合
に
相
當
の
效
果
を
擧
げ
得
る
の
み
で
.あ
る
.
0

V 

P 
fjt 

/
i
l
l
! 

n
i
l 
j 

1
^
1 

I、
 

f
c
i 

I 
• 

•

第1
1

は
、
限
定
主
義
又
は
最
高
限
读
制
.
ぜ
主
義
と
呼
ば
れ
得
る
：も
の
で
あ
つ
て
A

速
露
の
最
大
限
度
を
具
體
的
•

數
的
に
或
る
®

R 

に
眼
定
す
る
こ
と
で
%

る
广
而
し
て
そ
れ
に
は
、
一
般
的
の
服
度
を
定
め
る
方
法
、
自
動W

の
種
類
に
ょ
つ
て
種
々
'
な
る
眼
度
を
.定
め
‘
 

る
方
法
、
場
所
の
相
違
に
ょ
つ
て
種
々
な
る
限
度
を
定
め
る
方
法
の
三

者

が

あ
る
。

.

•

.

(

註
7)

，
自
動
事
の
速
度
を
或
る
.糖
度
に
限
定
せ
ん
.と
す
る
場
.合
に
は
、
.通
例
は
最
高
速
度
が
問
題
.と
さ
れ
る
の
で
.あ
る
.
*か、
后
動
車
交
通
の
混 

.

.雜
を
附
す
こ
っ
H
て
最
遽
度
も
問
題
え
な
り
得
る
。蓋
し
、自
動
車
が
.道
路
上
を
悠
々
と
徐
行
.す
る
場
合
に
は
他
の
自
動
f

夥
動
を
蓮
か
ら 

し
め
る
か
ら
で
あ
る
。
賊
に
驚
國
の
多
敷
の
都
市
で
は
"
發
官
が
速
度
の
餘
り
に
低
い
自
動
車
に
，對
し
て
速
度
を
高
め
ょ
と
催
促
，
つ
、
あ
る 

狀
態
で
-あ
る
。
マ
ク
リ
ン
ト
ッ
夕
氏
も
、
生
要
な
街
路
に
於
て
は
、
交
通
の
狀
況
が
許
す
き
は
、一

切
の
自
動
車
蛋
し
其
の
霖
て
許 

さ
れ
た
i

盡
度
の
少
ぐ
も
♦
分
を
下
ら
ぬ
速
度
で
..走行
す
る
こ
と
を
要
求
レ
て
然
る
べ
き
で
あ
る
"
と
5

て
f

 

0 

(
M
c
s
n
t
o
u
k
,

 op).

•

ゾ

-
 

■•
 

. 

• 

•

d
t
,

 

p
.

 

9
1

し 

:.

.

.

.

.

.
:
.
.
.
.
. 

• 

•
.

(
1

ノ

一

般
的
最
高
速
度
の
制
定
英
國
で
せ
時
速
二
十
哩
左
パ
ふ
ニ
般
的
最
高
限
度
が
.

一

九
0

三
年
に
定
め
ち
れ
た
が
そ
れ
は

!

九
三
0

年
に
撤
去
さ
ル
た
0

此
の
種
の
.
規
定
は
•

往
時
に
比
べ
る
と
現
今
は
余
り
廣
く
は
ポ
用
さ
れ
て
居
な
い
が
、
ス
ヵ
ン
デ
ィ
ナ

(

8)

.
 

-
 

■

ギ
ア
諸
國
に
は
未
だ
殘
存
し
て
居
る
‘所
が
あ
る
。

V

.

.教
ふ
に
i

此
の
方
法
に
は
缺
陷
が
あ
る
0

.
即
ち
、.
第

j

に
、
若
し一

定
の
-
最
高
服
度
を
一
率
に
各
地
に
適
用
す
る
と
す
れ
ば
、
交
通 

の
狀
況
に
相
蓮
が
あ
る
以
h

,
、
場
所
に
よ
つ
て
：
或
は
高
き
に
過
ぎ
、
成
は
反
對
に
低
き
に
過
ぎ
る
こ
と
に
な
る
で
あ
ら
ぅ
。
ワ
ッ
ト 

ツ
‘ン(
W
a
t
s
o
n
)

氏
もI

K
O
y
:

居
る
が
如
く
に
、「

一

.般
的
.最
高
速
度
は
非
論
理
的
で
あ
る
。
.何
と
な
れ
ば
、
安
全
速
度
な
る
も
の
は
先 

道

账

秦

S

安全齋車襄

S

眼霖て

 

2

へH
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六
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map’想

<
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.
,
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*

道
路
交
德
の
資
全
I

動
享
速
廣
の
.制
限
お
就
て 

‘

,
. 

さ
ニ 

(
ニ

1
!
'
6
〕

づ
時
速
五
哩
か
ら
.五
十
哩
の
賺
を
上
下
す
る
で
あ
ら
ぅ
が
、
.
之
は
特
定
の
場
所
に
對
し
，

-
V

鼓
に
.

I

日
中
の
大
部
分
に
對
し

て

は

、

殆

ん

ど
適
用
力
.な
レ
か
ら
.‘で
あ
る
。
地
方
的
に
異
な
る
限
虔
を
定
め
る7

J

と
.を
己
め
た
の
は
大
き
誤
で
あ
つ
た
。
.
.
:
注
意
.深
く
差
等
を

定
-め
た
最
高
限
廣
が
合
理
的
：で
ぉ
ら
ル

.

.

.

(

|

)

.；

.丁
抹
：の
由
舍
地
方
.で
は
時
速
一
:宇
七
哩
、
諾
威
で
は
時
逮
ニ
十
八
哩
と
云
ふ
が
如
き
は
之
で
あ
る
0(

^
ヵ
ヵ
、
0
"
.
&
, 

P
,
126.)

. 

(

註=
0

 

w
a
t
s
s
,

 6
p
.
.
c
i
t
,

 

p
.

 
3
1
1
.

次
に
、
最
高
限
度
は
之
を
.安
全
2

度
に
定
ま
と
と
を
要
す
る
ボ
、
其
の
程
廣
を
適
當
に
定
め
る
と
と
は
困
雅
で
あ
る
。
尤
も
， 

マ
リ
ガ
ン

(
M
u
l
l
i
g
a
n
)

氏
は
之
を
時
速
二
十
哩
と
推
算
し
て
居
る
。
同
氏
の
云
ふ
所
に
ょ
れ
ぱ
、
安
全
速
度
と
は
制
動
距
離
が
人
間 

の
平
均
的
豫
見
可
能
の
程
度
以
巧
に
在
場
合
の
‘速
度
を
指
す
も
の-

で
あ
る
.が
、
時
速
二
十
哩
.以

下

の

場

合

に

は

大

抵

の

.衝

突

は

搭 

者
に
重
大
な
危
險
を
齋
ら
‘さ
な
い
、.
と
云
ふ
ル
で
I

。
而
も
氏
は
、
此
i

度
の
安
全
速
度
は
多
敷
.
の人

.
,

に
と
つ
て
は
雜
驗
か
ら 

.印
象
づ
け
あ
れ
て
居
る
所
で
t

.

、
而
し
ズ
今
日
街
に
於
て
見
出あ

；？
i

る
自
動
車
速
渡
を
多
少
潜
在
的
に
支
配
し
て
居
る
所
の
も
の 

で
あ
る
、
と1

K

ふ
の
み
.
で
' 

そ

れ

ボ

果

し

て

：正

踏

を

禅

S

る
か
否
か
に
就
て
竺
を
知
き
資
料
も
手
段
も
無5

と
云
つ
て
~

るり。 

:
y
i
^

吾
人
：は

の

.

f
k

全

虔

の

最

大

服

律

を

に

匈

る

；

J

と
.

來
な5

。
'

唯
、
雜
驗
と
判
斷
と
に
ょ
つ
て
之
を
或
る
程
度
S

 

定
す
る
の
.一

途
ぁ
る
.
の
♦

で
I

。
現

实

國
.で
は
、a

十
二
洲
の
ま
の
自
動
$

1

度
最
高
服
度(

一

九三
！
！

年
現
在
の
も
.
の
：

>

を
類 

別

し

て

見

ま

ポ

速

！̂
十
哩
か
ら
ニ4

-

五
一pi

、

ぶ
の
間
，̂
上
下
し
て
居
り
、
其
の
中
で
四
十
五
哩
が
最
多
で

+
五
州
に
及

び

、

四
十
哩 

及
び
.

一

セ
十
五
.哩
ボ
；
に

セ

在

々

十

1

州
に
及
ん
で
居
か
-

ホ
S

.
の
州
療
商
業
委
員
t

が
，
自k

単
業
者
安
^
規
則
の
制
定
に
當
つ.

.

.

.

.
プ
.
.
.い
.
.
.
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.
.
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.
•
•
•
•
•
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，-

.. 

. 

\ 

.

.

. 

.

8

て
速
度
の

一

嚴
的
限
度
を
定
め
る
と
と
を
己
め
た
め
前
詔
の
理
由
に
よ
る
の
で

>か
る
0 

,

へ

誰

Mulligan, 

o
p
. 

cit.,.p. .93-:. 

-
V 

' 

f
i
u

〕
Ed
w
a
r
d
s
, 

o
p
. 

cit., p. 
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o
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ニ)

事
輔@

別
に
よ
る
差
別
的
限
度
の
制
定
自
動
車
の
種
類
に
よ
っ
て
最
高
速
度
に
差
等
を
設
け
る
目
的
は
、
重
量
の
大
な
る
単 

輔
が
高
速
度
に
よ
っ
て
路
面
を
傷
け
，
大
な
る
服
動
と
昔
響
と
を
發
す
る
の
を
防
止
す
る
に
在
る
。
英
國
で
は
単
輔
の
董
置
.

大
さ
- 

タ
ヤ
の
種
類
、
牽
引
車
の
有
無
等
を
考
慮
し
て
適
：當
な
速
度
制
限
が
行
：

^

れ
て
居
'
^
。
本
部
に
於
て
は
其
の
外
に
プレ

.：：-

キ
の
能
力 

を
も
者
慮
に
入
れ
て
差
別
が
爲
さ
れ
て
居
る
が
。
米
國
の
ヵ
リ
プ
ォ
ー

1!

ア
州
で
は
重
量
と
.積
戴
力
と
タ
イ
ヤ
の
種
類
の
み
を
考
慮
し 

て
居
る
。
マ
ク
リ
ン
ト
ク

'
‘夕
氏
は
.
.
.コ
ン
ト
ロ

.
-ル
の
難
县
と
路
面
に
對
す
る
破
壊
的
效
跟
と
を
理
由
と
し
て
、
卒
型
に
よ
る
差
別
的

、(

ほ
ソ

限
度
制
定
の
方
法
を
合
理
的
な
も
の
と
認
め
て
居
る
，.
而
し
て
.そ
れ
は
首
肯
さ
れ
得
る
所
で
ホ
る
が
、
併
し
同
じ
道
路
を
走
る
各
種
自 

動
車
間
に
追
越
が
必
す
行
は
れ
て
事
故
の
減
少
に
は
役
立
た
な
い
と
云
ふ
缺
陷
あ
る
と
と
を
否
定
し
難
い
の
で
あ
る
。

(

.註S3 

Tripp, 

op. cit., 

d
.

126-7. 

■

(

註
：

2
0

自
励
^
5联̂
綺
令
に
據
れ
ぱ
，.重
量一r

五
0
0
班
以
ア
に
し
て
.空
氣
入
タ
イ
ヤ
を
有
し
全
車
輪
を
制
励
し
得
る
プ
レ
ー
キ
を
有
す
る
も
の 

，は
時
速
五
十
軒
，
'其
他
は一

二
十
五
軒
，
牽
引
审
め
場
合
ぱ
全
艰
輪
に
空
氣
入
タ
イ
ヤ
を
用
ひ
蓮
轉
者
他
よ
り
全
取
輪
を
制
励
し
得
る
と
き
に
は 

時
速
：
r 

其
他
は
十
六
奸
が
そ
れ
ぐ
最
高
述
度
と
定
め
ら
れ
て
.居
る(

策
五
十一

條
、
第
七
十一

條
：̂
o 

(

註
び 

W Mcclintook, op', cit, p. 90, 9
L
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道
路
交
通
め
安
全
I

動
車
逮
鹿
の
制
服
に
就
て
：
\

:

 

1
!
i

 

a
I
A
S
I
)

•..;
 

».
 

•-
 

‘.
 

.

.

. 

.

(
三

}
®

所
に
よ
る
差
別
的
限
度
の
制
定
.
、此

の

方

法

も

種

.々

に
行
は
れ
得
る
。
即
ち
、
其
の一

つ
は
地
域
に
.よ
.ウ
て
差
別
を
敦
け
る

. 

2)

...

と
と
で
あ
る
。
英
國
で
人
家
述
擔
の
地
域
で
は
速
度
三
十
哩
と
定
み
ら
れ
て
居
る
の
：̂
、
其
の
例
.で
わ
る
が
，
猶
ほ
米
國
に
於
て

±

1

-
• 

.

.

.

.

. 

• 

.

.

.

ぃ

般
的
な
ス
ラ
イ
デ
ィ
ツ
グ
，
ス
ケT

ル
を
設
け
て
f
届
.る
都
市
が
少
く1

^
5
.
0

例
へ
ぱ
イ
リ
ノ
イ
州
に
於
て
，
家
屋
：密
集
せ
る
商
業
地
酉 

i

で
は
時
述
十
五
哩
、
住
宅
地
區
で
，は
二
十
哩
、
市
內
'の
.其
他
部
分
.で
.は
二
十
五
哩
' 

市
外
の
道
路
上
で
は
园
十
哩
と
定
め
ら
れ
て
居
る

(

n

)

.

が
如
き
は
之
で
あ
る
0

.

.

. 

.

.

.

.

.

猜
ほ
鼓
に
•

同S

類
の
地
區
に
對
す
る
時
速
®

尚
限
度
は
-

之
を
各
地
、と
ん
に
共
通
と
す
べ
き
か
、
或
は
各
地
別
々
と
す
べ
き
か
と

/ 

■
 

■
 

>y
 

,
 

/

云
ふ
問
題
が
あ
る
が
、
.此
の
黯
に
就
て
は
、
マ
ク
リ
ン
ト
タ
ク
氏
は
、

.都
市
相
互
間
の
自
動
車
交
通
が
服
繁
化
し
つ
X

あ
る
か
ら
流j

. 

.

. 

.

.

V

-
 

.

.

.

.

 

- 

- 

■ 

. 

.

.

規
定
を
設
け
なS

場
合
に
は
混
亂
を
生
す
る
こ
と
、
小
都
市
が
違
反
者
か
ら
葡
金
を
徵
す
る
目
ぽ
を
以
て
不
當
に
ほ5

限
度
を
定
め
る

. 

. 

.

.

. 

(
S
)

 

'

虞
あ
る
こ
と
を
理
由
と
し
て
、
統

一

的
服
虔
を
設
け
る
こ
と
に
贊
成
し
て
居
る
、
尤
も
，
氏
は
、
.各
都
市
に
は
道
路
の
狀
熊
に
相
違
が

あ
り
、一

都
市
で
安
全
な
速
度
も
他
の
.都
市
で
は
危
險
た
.る
と
と
'が
あ
る
か
ら
、
若
し
統一

的
に
定
め
ら
れ
た
眼
度
が
危
險
の
最
も
大

■ 

; 

• 

'

な
る
都
市
で
走
行
を
安
全
な
ら
し
め
る
程
度
に
低
い
と
す
れ
ば
、
之
よ
り
も
安
全
：,
都̂
市
に
於
て
は
動
行
も
さ
れ
す
、
勵
行
さ
れ
て
も 

徒
ら
に
自
動
常
用
者
に
ま
痛
を
課
す
る
に
止
ま
る
で
あ
ら
ぅ
*

と
云
.ふ
反
對
論
に
は
注
目
の
値
が
あ
る
と
云
つ
て
は
居
る
。
併
し
同
*

. 

ニ，

. 〜..v. 
.
.
.

時
に
、
最
高
速
俊
を
設
け
た
1

に
更
に
タ
當
な
ら
ざ
る
速
度
"
他
の
道
路
使
用
者
に
危
臉
を
生
す
る
が
如
き
速
度
で
蓮
轉
す
る
と
と
を

禁
止
し
.て
居
^
0場
合
、
即
ち
限
定
主
義
と
：自
由
判
斷
主
參
と
を
傲
用
し
て
居
る
場
合
に
は
、
右
の
如
き
缺
陷
の
大
部
分
は
相
.殺
さ
れ
る 

め
.み
な
ら
す
、
.
何
れ
の
都
市
も
其
の
廣
域， 2

：

で
亂
暴
な
過
轉
を
寛
容
す
る
必
-耍
が
無
A
ぐ
な
る
の
利
签
も
あ
る
、
と
云
つ
て
居
る
の
で
あ

5
W

/ i

(

註
び)

R
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P
.

 

M
a

ホaf
f
y
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H
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w
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K
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L
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w
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註
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T
r
i
p
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o
p
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d
t
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p
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1
2
6
-
7
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、

(

能s

 ) 

Mcciintonk, op. cit., p. 9
1

,

.

■

- 

:

§

 
 ̂McClintock, 

o
p
. 

c
f 

p. 92.——

本
邦
の
自
動
取
取
綺
令
中
に
も
此
の
趣
旨
の
賊
定
が
あ
る
。

薄
轉
者
は
前
條
の
提
定
に
依
る
最

,
高
速
度
の
制
限£

,

に
於
て
道
路
及
交
通
の
.狀
況
に
應
じ
公
衆
に
低
害
を
及
ぽ
す
の
虞
な
キ
&
度
粒
に
方
法
を
以
て
蓮
轉
ず
ぺし

-
*

へ第
五
十
二 

.
. 

-
 

.

.

.

條)

.と
云
ふ
の
.が
则
ち
*
?で̂
あ
る
。 

\

' 

. 

•

場
所
に
ょ

，
.

る
差
昆
最
高
限
度
の
制
定
の
第
二
の
ホ
法
猎
路
の
糖
類
別
に
從
っ
て
.差
等
を
説
け
る
と
と
で
あ
る
o

'

同
じ
地
域
內

.に
ま
っ
て
も

V

道

路

に
っ
て

交
通
の
繁
眼
、
.道
路
の
狀
態
：寧
に
相
違
が
あ
る
か
ら
、
之
に
基 >

 

て
差
別
を
設
け
る
と
と
は
合
理
的
で

.
あ
る
。
循
っ
て
‘

由4
n

に
在
て
は
、
，自
動
車
專
用
道
路
に
於
て
.は
其
他
の
道
路
，

K

於
け
る
-
^
-厲
な
る
限
度
を
定
め
て
差
支
な
く
、
.都
市

れ
で
も
充
分
な
安
全
設
傭
あ
る
骄
綠
道
路
に
於
て
は
其
他
の
道
路
に
比
し
て
高
い
限
度
を
定
め
る
と
と
も
失
當
で
.
は
な
い
。
例
へ
ば
、

米
國
の
大
都
市
で
は
，
小
道
路
ら
於
線
道
路

.に
：進
入
し
又
は
之
む
横
斷
せ
ん
と
す
る
自
動
車
を
じ
て一

日一

そ
の
場
所
に
停
車
し
.て
紛

線
道
路
上
れin.

動

に

'優
先
®
行
を
爲
さ
し
め
る
じ
と
、
即
ち
所
謂w

s
l
e
v
a
r
d

 

s
t
o
p

な
る
も
の
が
行
ば
れ
て
居
る
が
、
斬
か
る
制

度
の
保
護
を
受
け
て
居
る
.
‘所
の
躲
線
.道
路
上
に
.於
て
.
.は
‘普
通
道
路
上
に
於
け
る
ょ
り
も
高
い
速
衝
で
走
っ
て
..ふ
安
全
な
こ
と
が
證
明
さ

れ
て
廣
る
.
か
ら
、
兩
者
ね
間
に
差
別
を
設
て
，然
る
.
ベ
ぎ
も
の
と
者
へ
ら
れ
る
。
来
國
の
ヵ
リ
フ
オ
ー
ュ
ア
州
に
於
て
は
"
其
の
間
に 

\
 

• 

. 

. 

. 

.

.
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1
、‘
道

路

：交

通
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安
全
をi

動
ボ
連
腐
のi

喊
.益

て
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• 

.
?
, 

ニ一 .

六

a
n
!

七S
D

. 

.
，

五
哩
の
差
を
設
け
し
め
ん
と
す
る
運
動
が
行
は
れ
て
居
る
® 

，

‘ 

、

'

猶
ほ
此
の
趣
旨
を
別
個
の
方
法
で
行
ふ
こ
と
も
出
來
る
0

即
ち
同一

の
道
炼
.で
も
相
當
に
大
な
る
幅
員
を
有
す
る
場
合
に
は
，
高
速

.
:
.
. 

.

.

.

 

.

.

.

.

.

車
と
低
速
車
と
に
對
し
て
異
な
る
単
線
を
指
定
す
る
；

J

と
が
考
へ
ら
れ
得
る
。

•
例
へ
ぱ
*

低
速
事
に
は
成
る
べ
く
步
道
又
は
.路
傍
に
近 

5

部
分
を
通
行
せ
し
め
、
高
速
#

を
し
て
中
央
に
近
い
部
分
を
通
行
サ
し3

^

る
と
と
の
れ
き

.は
之
で
あ
っ
て
、
此
の
場
合
、
兩
者
間
の

,I
 

.
4

分
離
：̂
路
面
に
ぺ
.ン
キ
を
以
，て
*

の
位
置
を
標
記
す
る
こ
と
に
ょ
っ
て
行
は
れ
得
る
0 

#
、
此
の
場
合
に
は
交
通
主
體
旧
の
横
の
分
離 

す
ら
完
全
で
な
い
と
と
は
*

之
を
認
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
；
s
o 

.

今
一
つ
は
、
走
行
速
度
の
大
小
に
ょ
ク
て
使
用
を
許
す
道
路
に
區
別
を
設
け
る
と
と
も
考
へ
ら
れ
#

る
。
例
へ
ぱ
朱
國
の
シ
カ
ゴ
，市 

計
御S

i

員
含
の
接
術
專
門
家
は
、
'街
路
と
阜
輔
と
を
各
々
類
別
し
、
或
る
速
廣
の
1
^輔
に
は
或
る
街
路
の
み
.を
使
用
せ
，し
め
る
こ
と
を

S

考
案
レ
た
。
此
の
考
案
は
同
時
に
安
全
と
迅
速
化
と
路
面
鋪
装
費
の
豁
約
と
の
三
利
益
を
齋
ら
す
が
、
車
輔
は
許
さ
れ
た
種
類
の
道
路

.

. 

.

以
外
へ
は
乘
入
れ
る
こ
と
が
出
來
な
レ
、
とI

K

ふ
不
便
が
#

ふ
の
：で
あ
っ
'
て
、
寧
ろ
特
定
道
路
を
指
定
し
、
高
敏
車
輔
の
通
行
の
頻
繁 

九
る
ぺ
き
特
定
時
間
を
限
っ
\
し
、
緩
行
a

^

l
と
考
へ
l
ら
れ
る
部
類
の
も
.
の
の
通
行
を
禁
す
.る
を
以
て
勝
れ
り
と
す
み
で
あ
ら
ぅ
。
サ
ン
，
 

フ
ラ
ン
シ
ス
コ
市
條
例
に
は
、
或
る
種
の
積
荷
を
蓮
び
或
ぇ
種
の
推
進
方
法
に
ょ
る
特
定
重
量
の
貸
物
自
動
舉
に
對
し
.

午
前<

時
か
， 

ら
午
後
七
時
ま
で
の
.間
は
速
擔
地
域
の
化
定
街
路
を
使
用
す
る
と
と
を
禁
す
る
旨
の
規
定
が
あ
；̂ぐ〕

. 

• 

f 

S

McClintock,, 

o
p
. a
t
:
, 

p. 

9
0
.
-

—

本
邦
に
於
て
も
，'道
路
別
に
異
な
る
最
高
速
度
設
け
得
る
途
は
開
か
れ
て£

5

る
。
蓋
し
、
目
勘 

.
、
.

.
取

联

綺

令

第

五

十一

條
第
二
項
に
、
地
方
長
官
は
前
，路
註C

2
〕

參
照
、
の
最
高
速
度
の

-範
窗,2；
にk

て
道
路
：
；
を
指
定
し
t

更
に
悠
耍
な
る

.

.

.

.

.

 

■ 

.

.

最I
i
®

速
度
設
け
條
る
旨

.が
規
定

さ
-
:

て
：居

る

。
，
又

同

條

第

ル

項

1
2
*

 

p

m動
平
道
に
於
て
蕭
轉
す
る

i
n
i

動
車
の

t
W
E

逮
與
に
就
て
は
f

填
⑦

想
定
に
狗
ら
.ず
地
方
長
{
R之
を
定
がJ

と
規
定
.ム
て
.
自
動
取
道
b
/の
.最
高
速
鹿
は
么
を
他
よ
り
も
、l®

n
i

く
定
得
る
こ
.と
と
な
ウ
て
居
ろ 

か
ら
で
.*

€

る
。
縫
ほ
、Boulevard sto‘p

と
迄
は
云
ひ
得
な
い
が
，nNl

に
幾
分
か
似
た
制
度
も
.あ
る
。
同
じ
取
蹄
令
に
ス
乂
通
胳
理
の
行
は
れ
ざ 

る
道
路
の
交
叉
點
に
興
な
れ
た
る
方
向
よ
り
同
時
に
入
ら
ん
と
す
る
自
励
車
相
冗
間
に
在
り
て
は
、
••：
小
道
路
よ
り
大
道
路
に
入
ら
ん
と
す

る
自
励
ポ
は
大
道
路
の
自
励
取
に
進
路
を
讓
る
ぺ
し
/
第
五
十
同
條
一
項
.と
あ
る
こ
と
之
で
あ
る
。

.

.

.

.

.

. 

•
 

•

.

(

註
S

 

M
c
c
l
i
n
t
o
o
k
,

 

o
p
.

 

d
t
.

 

p
.

 

9
7
,

.(

註I
D

 

M
c
Q
i
n
t
o
c
k
,

 

o
p
.

 

c
it,, 

p
.

 

9
6
.

場
所
に
よ
.つ
て
最
高
限
度
を
異
な
ら
し
め
る
第
三
の
方
法
は
、
.同

r

地
域
內
の
同
二
道
路
上
に
於
て
も
、
特
定
の
個
所
に
於
て
は
其 

の
他
の
部
分
に
於
け
る
よ
り
も一

層
低5

限
徒
を
誰
け
る
と
と
で
あ
る
。
例
へ
ぱ
、
英
國
で
同
じ
餘
線
道
路
上
で
も
，
或
る
町
村
の
危 

險
な
主
耍
街
路
に
於
て
は
時
述
十
五
哩
の
制
眼
が
あ
る
が
如
き
"

■

或
は
膽
弱
な
る
橋
梁
の
如
<
異
常
な
厥
熊
に
在
る
場
所
に
於
て
時
速 

五
哩
の
制
服
あ
る
が
如
ま
ほ
之
で
^

2

^

^

0叉
、•
交
叉
點
.
め
附
近
、
街
角
*

.
步
道
ハ
設
備
な
き
個
所
"

I

般
橋
梁
，
小
學
校
の
附
近
等
に

於
て
述
處
を
他
處
よ
り
も一

層
低
く
制
限
.す
る
と
と
は
諸
國
、で
行
は
れ
て
居
る
所
で
あ
る
。
唯
、'
斯
か
る
筒
所
に
於
て
、
單
に「

徐
行.J

$
 

-

と
か
又
：̂「

最

徐

行

，
と

か

云

ふ

が

如

く

に

'、.
解
釋
の
相
違
を
來
レ
得
る
表
現
方
法
に
よ
ら
す
し
て
、
具
體
的
に
制
限
時
速
を
明
示
す
る

耍
す
る
の
で
あ
る
J 

.
-
.
1
 ̂Tripp, 

0P
. cit., P

.
127.

(

註
お〕

本
邦
で
も
此
の
.種
の
制
服
は
各
旧
縣
の
自
動
联
婦
與
赃
中
に
設
け
ら
れ
て
居
る
.例
が
少
く
な
い
。

遣
路
交
通
の
安
全.

W

自
動
ポ
速
度
の
制
眼
に
就
て 

S
 

. a

 

H
七
.五
.
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I
n
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七
六)

I P ^  ■

f .. レ .’. .

遣
略
.交
通
の
安
全
，

W

自
動
：班
速
：度
の
制
服
に
就
.て

.

.

.六

.

.

.

.

.

-

:

:

.

.

.

V

凡
そ
何
れ
の
制
限
に
就
て
も
然
る
が
如
く
、
自
動
享
の
.最
高
速
度
制
眼
に
も
種
々
の
不
利
な
結
果
を
伴
ふ
も
の
あ
る
こ
と
を
免
れ
な

0 
•
 

■
 

•

今
そ
のM.

三
を
擧
げ

.る
と
、
先
づ
第

.

一

..に
は
、
制
限
を
設
け
た
以
上
は
警
察
的
活
動
に
よ
つ
て
.常
に
之
を
强
行
す
る
必
要
を
生
す
る

と
と
は
勿
論
で
あ
る
が
、
斯
か
る
方
面

^
離̂
れ
て
’考
へ

‘て
見
て
も
、
.許
さ
，れ
た
眼
廣
以
上
の
速
度
を
以
て
走
行
す
る
と
と
を
常
と
レ
て

; 

(

h)

來
た
自
動
車
に
と
づ
て
は
、
當
然
に一

日
の
就
業
時
間
中
に
走
行
す
る
距
離
の
減
少
を
來
す
こ
と
と
な
ら
ざ
る
を
得
な
い
。
換
言
す
れ

ぱ
、

一

定
の
地
馳
聞
を
走
政
す
る
に1

層
多
大
の1

*
間
を
要
す
に
至
ら
ざ
る

.を
得
な
い
。
>此
.の
事
は
、
走
行
時
間
と
營
業
時
間
と
が

赂
A

等
しS

夕
ク
シ
ー
自
動
車
及
ぴ
乘
合
自
動
，

に
と
つ
て
は
直
！̂
に
營
業
の
分
量
の
減
少
を
意
味
す
る
の
で
あ
◊

て
、.，
そ
れ
が
右
に

比
例
的9

一
打
擊
を
齋
ら
す
べ
き
と
と
は
疑
な
い
。
併
し
貸
物
自
動
単
の
場
合
に
在
て
は
、
.走
行
哩
數
の
減
じ
た
と
同
じ
割
合
に
於
て
營

業
の
分
置
に
減
少
を
來
す
も
の
で
は
な
く

.
其
の
打
撃
は
比
例
以
下
に

.過
ぎ
な
レ
で
あ
ら
ぅ
と
考
へ
ら
れ
る

®
蓋
し
、
此
の
場
合
に
は

營
業
時
間
は
走
行
時
間
と
積
卸
時
間
と
か
ら
成
つ
て
居
る
が

"
後
者
は
逮
度
制
限
に
よ
つ
て
何
等
の
影
響
を
受
け
な
レ
か
ら
で
取
る
。 

(

註

Tripp, op. dt, p. 128.

又
•

或
る
速
度
を
合
理
的
な
最
高
限
度
と
し
て
指
.定
す
る
、と
、
愚
な
る
蓮
轉
者
を
し
て
、
其
の
職
間
に
存
在
す
る
狀
況
如
何
に
拘
ら 

す
右
の
許
さ
れ
た
最
高
隣
の
速
度
で
走
行
す
る
權
利
と
有
す
る
か
の
如
く
に
考
へ
さ
せ
、
之
を
其
の
儘
に
實
行
に
移
す
に
至
ら
し
め
る 

の
危
陵
-

^
無
か
で
！：̂
な
；：̂
。
併
し
最
霧
速
度
を
定
めr

O

と1
K
.

ふ
t

と
は
"
.
斯
か
る
速
度
で
走
行
す
る
t

と
が
遂
路
上
の
現
在
の
條
件
に

.

基5

 y

危
險
な
場
合
に
も
其
の
速
度
で
走
行
す
る
權
利
を
蓮
轉
者
に
與
へ
る
と
ど
を
意
味
す
る
も
の
で
は
な
い
。
明
示
さ
れ
た
程
度
の 

速
度
は
蔽
く
ま
'

で
制
限
で
あ
つ
て
，
.
何
等
衝
利
の
賦
與
で
は
な
い
.の
で
あ
る)

。
此
ぬ
事
は
、
来
國
の
ク
リ
ー
,
プ
ラ
ツ
ド
市
の
.タ
通
條
例 

中
の
何
人
.も

，
：
.
道
路
、.
幅
員
、
交

通

使
用
及
ぴ
之
に
關
す
る
規
定
i
^
鑑
み
v

:

ロ̂
理
的
且
つ
適
當
t

る
ょ
り
も
以
上
の
速
廣
を
以
て

i
n

励
本
を
蓮
轉
す
ぺ
か
ら
す
0

雜
鬧
地
域
に
於
て
.

4
-

五

哩

上
V

そ
の
他
の
地
域
に
か
て
.

1
1

十
哩
以
上
の
速
度
は
合
理
的
且
つ
適
當
な 

-

' 

.(

2)

る
ょ
り
も
以
上
：の
速
度
の
推
定
的
.證
據
た
る
べ
し

0
.と
.云
ふ
規
定
の
中
に
は
明
か
に
示
さ
れ
て
居
る
所
で
あ
る
。
本
邦
で
も
之
と
同
趣

(

3
0 

.、-
.

旨
の
，規
定
が
説
け
ら
れ
て
居
る
。

.

.

、

.

'(

註
2) 

M
c
s
n
t
o
c
k
,

 

O
P
. 

dt, P. 89-90, 

f

 

^
前
節
註e

g
〕

參
照

‘
猶
ほ
、
最
高
速
度
の
制
限
が
設
け
ら
れ
る
と
、
常
に
速
度
計
に
注
®

を
拂
ウV

居
る
が
誤
に
、
注
意
が
道
路
か
ら
他
へ
外
ら
さ
れ
る 

に
.至

ると
と
も1

個
わ
缺
默
で
あ
る
、
と
云
ふ
者
も
あ
る
が
、
此
の
黯
は
未
だ
眞
に
ぶ
読
さ
れ
た
と
と
は
な
い
。
併
し
、
假
り
に
斯
か 

る
缺
點
が
伴
ふ
と
し
て
も
、
若
.し
自
動
車
そ
の
も
の
ね
於
け
る
機
械
例
置
に
ょ
ウ
て
安
.全
に
速
A

を
制
限
す
る
と
と
，
例
へ
ぱ
制
限 

地
域
に
入
る
に
際
し
て
装
置
に
ス
ウ
.
ィ
ク
チ
を
入
れ
\

は
制
限
速
度
に
低
下
し
て
そ
れ
が
維
持
さ
れ
A

其
處
を
去
る
に
際
し
て
ス
ゥ
ィ 

タ
チ
を
切
れ
ぱ
再
ぴi

R

の
狀
態
に
復
す
る
、
と
云
ふ
と
と
が
可
能
と
な
る
に
.至
ら
ぱ
、
此
の
缺
點
は
完
全
に
除
去
さ
れ
韻
る
で
あ
ら
ぅ
。 

@

4)

 

T
r
i
p
p
,

 

0
P
, citv 

P
.

 

1
2
8
-
9
,

バ 

,

最
高
逮
廣
の
制
限
に
は
右
に
述
べ
た
る
が
如
き
®

々
の
不
利
益
が
伴
ん
け
れ
ど
他
方
で
は
種
々
の
點
に
於
て
交
通
の
安
全
を
檢

.
 

,

進
路
交
通
の
安
全
を
自
動
車
速
度
の
制
限
に
就
て
.

.
 

1

H力
' 

‘

(
1

H

七
.七)

.



道
路
突
獨
の
.安
全
.
-
自

動

辦

速

度

め

制

跟

.に
：就
て 

B
E
O
.
.

 

(
1
.
1
1!

七
八
ン

' 

. 

♦

德
す
る
と
云
.
.ふ
.利
益
を
生
す
る
も
の
で
あ
り
ゾ
而
し
て
後
者
の
利
益
.は
.前
者
の
不
利
を
償
っ
て
優
に
能
り
あ
る
も
の
な
る
と
と
.之
を
否

定
す
る
と
と
は
出
來
な
レ
。
蓋
し
"
そ
れ
は
不
意
の
邏
遊
が
生
じ
た
場
合
に
於
て
保
身
の
爲
の
聚
急
處
置
を
講
ネ
る
爲
の
時
間
の
能
裕

. 

, 

. 

. 

.

を
長
か
らし

： ©
.
-

不
幸
に
し
て
接
觸
が
起
っ
た
と
.し
て
も
其
の
致
死
的
效
振
を
減
少
せ
レ
め
ぷ
と
と
は
、證
朋
濟
で
あ
る
.か
ら
で
あ
る
。 

英
國
で
は
、

1

九

，
三

四

年

に

連

1

域
に
於
け
る
自
動
車
の
最
高
速
度
を
時
速
三
十
哩
に
.制
限
し
て
か
も
は
V
.
事

故

に

ょ

る

死

亡

數

は
 

-

ニ

.五.％
を
減
す
る
に
至
っ
た
、
と
云
ふ
優
舟
な
結
果
を
擧
げ
るA

J

ふ
が
出
來
た
0
.
而
も
實
施
後I

一
十<

週
偶
内
の
成
績
を
以
て
見
れ
ば
、

'
 

4

，
死

亡

數

の

滅

少

？

^

二
八
に
達
し
た
の
で
あ
る
'
が
.

此
の
數
字
は
斯
か
る
制
限
の
一
般
的
に
行
は
れ
て
居
ら
ぬ
田
に
：於
け
る
減
/

V
に

.

.

. 

'

比
し
て
恰
も
，

1
1

倍
に
上
っ
て
居
る
.の
で
あ
：る
。
.
最
高
速
度
，

Q
、

制
服
に
仅
對
す
る
論
者
は
-

斯
か
グ
J

死
亡
數
の
減
少
は
制
限
の
效
跟
た
る 

の
で
は
な
.く
-

右
の
制
限
の
實
施
後
の
ニ
年
間
が
異
常
に
降
雨
が
多
か
っ
た
爲
で
あ
る
、
と
評
し
て
居
る
が
、
若
し
然
り
と
す
れ
ば
、
 

事
故
の
減
少
は
死
後
そ
れ
ぐ
の
間
に
均
分
に
生
じ
て
居
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
普
で
あ
る
。
而
も
死
亡
の
み
に
關
し
て
斯
く
も
著
し5

 

.
減
少
を
來
レ
た
所
か
ら
見
れ
ば
、
右
の
異
論
は
無
力
で
あ
る
と
云
は
な
け
れ
ば
な
ら
な
レ
。

.(

註
5〕

.
T
r
i
p
p
,

 

o
p
.

 

d̂
t

ッ 

p 

1
2
8
;

 

2
d
h
e
r
,

 

o
p
.

 

d
t
.
,

 

p
.

 

2
6
0
,

 

,

.

.厘
A
.
唱
へ
ら
れ
る
異
論
のj

に
"

’
速
擔
地
，域
に
於
て
も
廣
く
旦
.っ
無
，陣
碍
な
る
道
路
上
に
於
て
は
速
度
制
限
は
無
用
で
あ
る
、
と
云 

ふ
の
が
あ
る
。.
併
し
、
英
國
に
於
け
る
道
路
事
故
死
亡
調
丧
に
據
れ
ぱ
、
.
斯
か
る
死
亡
の
.
七
0

.

%
はl

i
S

線
道
路
上
に
於
て
、
又
は
廣
く

.

且
っ
無
障
碌
で
宽
透
の
充
分
に
别
乂
道
路
上
に
於
て
生
じ
た
、
と
云
ふ
反
對
の
結
思
‘が
示
さ
れ
て
居
る
0 

.速
度
制
限
は
、
連
擔
地
域
內 

の
如
何
な
る
部
分
：に
於
て
も
決
し
て
無
用
な
り
と
は
.云
.も
こ
と
を
得
'な
で
あ
ら
ぅ
0

■ 

■ 

/
 

加
之
、
速
度
制
限
は
或
る
猎
虔
ま

.で
速
度
：の
平
均
化
を
ず
す
關
係
か
~ら
*
そ
れ
ガ
け
事
故
の
發
生
を
防
止
す
る
の
效
菜
が
を
る
と
ミ

ふ/
J

と
が
出
來
る
。
思
ふ
に
' 

最
.高
速
度
の
限
定
せ
、
未
だ
移
動
を
標
準
化
し
て
高
速
度
流
動
を
牟
せ
し
め
る
の
效
振
は
無
い
.ザ
、
此 

の
眼
度
.以
上
の
高
速
度
を
.此
の
限
度
で
晚
ひ
止
め
る
の
作
用
を
す
，る
^

り
に
於
て
、
速
度
ハ
不
規
則
性
を
減
少
せ
し
め
る
の
效
果
は

あ
る
。
從
つ
て
追
越
の
如
さ
も
、
此
め
限
度
以
內
に
於
て
行
は
れ
る
に
過
ぎ
す
し
て

I
其
の
數
は
滅
少
を
來
す
か
ら
、
之
に
基
い
て
生

- 

...

す
る
事
故
も

著
し
く
減
少
す
る
で
あ
ら
ぅ
。

蓋
し
、
追
越
は
自
動W

の
一
.車
線
か
ら
他fat

線
へ
の
頻
繁
な
る
出
入
を
來

し
、
其
の
爲
に 

先

行

及

び

後

續

車

の

蓮

轉

者

を

愤

激

せ

し

め

て

、
高
速
鹿
を
以
て
す

.る
對
抗
的
の
鏡
走
を
惹
起
し
易
い
も
の
だ
か
ら
で
あ
る
。

又
、
都
市
に
於
て
は
自
動
車
の
混

離

の

減

少

を

來

し

此g

點
か
ら
も
事
故
の
減
少
を
來
す
で
あ
ら
ぅ
。

蓋
し
、
若
し
道
路
上
の
無 

障
碍
地S

に

に

鼻

a
-

ざ

の

到

S

に

先

奢

す

べ

く

高

き

を

以

て

■

す
る
と
す

S

、
其
處
へ
多
數
の
自
動
車
が
同
時 

に
到
著
し
て
混
雜
を
生
じ

易
い
の
.で
あ
る
.が
、
若
し
反

.對
に
等
速
度
又
せ
之
に
近
い
速
度
を
保
た
し
め
ら
れ
る
場
合
に
は
、
次
の
地
黯 

へ
は
S

に
S

さ

れ

得

る

數

だ

け

し

か

同

時

に

到

著

ま

し

て

*
綴

を

免

れ

る

こ

^
1
2
:
^
出
來
る
で
あ
ら
ぅ
。

而
も

S

は
、
.事
故 

發
を
に
多
大
の
機
會
を
與
へ
る
も
の
だ

.か
ら
で
あ
る
。 

.

V 

.

.

.

.
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.

最
高
.述
度
の
限
定
は
ハ
制
定
方
法
そ
の
宜
し
.き
を
.得
る
に
非
ざ
れ
ば
其
め
效
银
を
擧
げ
難
い/

J

と
は％

ふ
.ま
で
も
な5

^

こ
と
で
ぁ
る
。 

例

.へ
ば
、
單

に

.一
般
的
な
限
度
を
！̂
'ウi

け
る
代
り
に
、
地
域
、
道
路
、
時
間
等
に
ょ
つ
て
異
な
る

.眼
度
を
定
め
る
と
云
ふ
が
如
く
に
、 

.
道
路
.交
通

：
の

安
全
.ざ
自
動
ポ
速
艇
の
‘制

：
眠

に

就

て

'
、
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，
道
路
交
通
の
.安
全V

自
動
車
速
度s

-

制

服

に

就

て

/

/

 

®
 ニ 

(

ニ1 !

八m

.

.

. 

i
i
.

種
々
の
角
度
か
ら
見
て
多
面
的
に
之
を
制
定
す
る
；

J

と
の
.如
き
は
.
，
此
の
制
度
を
効
果
あ
ら
し
め
：る
爲
に
最
も
必
要
と
す
る
所
で
あ
ら 

5

0
 

.
而
も
、
斯
く
の
如
く
に
I
し
て
詳
細
周
到
に
定
め
ら
れ
た
最
高
服
虔
.と
雖
も
、.
.

f
l

そ
れ一.

個
の
み
を
以
て
し
て
は
未
だ
充
分
た
り
得 

.

.
'な
レ
こ
と
も
否
定
し
媚
い
所
で
あ
る
。
何
と
な
れ
ば
、
道
路
上
の
各
部
の
實
狀
は
常
に
千
變
萬
化
し
つ.

T

あ
る
の
で
あ
っ
て
、
大
局
的 

に
は
！8
5
全̂
と
見
ら
れ
る
最
高
服
度
で
も
臓
間
的
に
は
不
安
全
な
と
と
が
あ
り
得
る
か
ら
で
あ
る
。
故
に
、
速
度
制
限
を
眞
に
效
染
あ
ら 

し
め
ん
が
爲
に
は
、
右
の
如
く
に
s

f

に
淀
め
た
限
.览
の
範
圍
巧
に
於
て
も
、
.常
に
其
の
瞬
問
に
於
け
る
實
狀
に
繁
て
安
全
な
る
が 

☆
 
く
に
速
度
を
調
節
せ
し
め
る
.必
耍
が
あ
る
。
換
言
す
れ
ば
、
{
大

全

速

度

に

關

し

て

、
，最

高

限

度

に

就

て

は

法

規

に

依

る

限

定

主

義

を 

，
取
る
と
同
時
に
、
そ
ぶ
下
の
.速
度
に
就
て
は
蓮
轉
者
の
自
由
判
斷
に
依
頼
す
る
と
云
ふI

1

本
建
で
行
く
必
要
が
あ
る
。
而
し
て
其
の 

上
に
も
、
詳
細
の
點
に
關
し
て
速
度
の
取
蹄
を
行
ふ
必
要
.が
あ
る
め
で
あ
る
。 

.

'

今
、
本
邦
の
現
行
自
動
車
取
縮
令
に
於
け
る

最
高
速
度
制
膨
の
規
定
を
見
る
に
、
.上
來
諧
所
で
、(

特
に
附
註
に
於
て

)

指
摘
レ
た
诉

を
綜
合
し
て
者
察
す
れ
ば
、
そ
れ
は
四
個
の
特
質
を
持
っ
て
居
る
。

.

. 

. 

. 

-

,

其
の
第一

は

自

動

W
-

の
®

類
に
よ
っ
て
異
な
る
最
高
限
度
を
設
げ
て
居
る
と
と
で
あ
る
。
即
ち
、
自
動
車
の
重
量
と
、
タ
ィ
ャ
の 

.種
類
と
制
動
裝
置
の
如
何
と
に
よ
っ
て
、
時
速
五
十
奸
と
三
十
五
軒
と
の
ニ
の
最
高
限
，廣
を
設
け
、
他
毫
引
の
場
合
に
は
タ
ィ
ャ 

の
.種
類
と
制
動
装
置
の
’
如
何
と
.に
よ
っ
て
、

1
1
+

蒜

と

+

K

軒
と
.のH

の
最
高
限
度
を
設
け
て
居
る
の
e

を

。

-
 

:

(

註
1)

：

自
動
取
联
線
富
五f

條
第」

タ

：：

第
れ1.

條
第
5

十

！
號
。 

V
 

, 

，
.第
二 si,

特
質
は
、
有
の
.原
姻
を
基
本
えし

..

て
.、
.
各
地
の
狀
況
に
i

b

異
な
る
跟
虔
を
設
け
得
る
の
途
を
舞
h
て
誇
る
こ
と
で
.あ
る
•

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

 

.

. 

- 

.

.

.

.

.

.

.

卵
ち
，
地
ガ
長
官
は
道
路
、
嚴
域
、
時
間
又
はm

r
,

動
ぎ
を
描
，定
し
.
て
前
記
の
：制
服
の
範
圓
內
に
於
て
更
に
必
要
、な
る
最
高
极
廣
を
誤
け

得
る
た
な
ら
す
、
消
防
自
動
軍
、
救
急
自
^
ギ
そ
の
他
之
.に
類
す
る
:所
定
の
自
動
.車
に
就
て
.は
、.

前
記
の
制
賊
の
程
虔
以
上
に
其
の

... 

(

8
。

最

高
速
度
を
定
め
るZ

J

と
も
許
さ
れ
て
居
る
の
で
あ
る
。 

i
.

第
二
一
は-
道
路
の
種
類
に
よ
っ
て
限
度
を
異
な
ら
し
め
る
の
途
も
開
か
れ

.て
居
る
と
と

I

る
。
即
ち

‘
自
動
車
ル

4̂
に)
於
て

i

す 

る
自
動
S

就
て
は
、
地
方
長
官
は
其
の
最
高
速
度
を
ぱ
前
記
の

f

に
御
ら
す
之
を
定
め
得
ると

"
"

に

き

て

居
る
。
而
も
此
の
場 

合
の
眼
廣
が
原
則
的

©
限
虔
よ
り
も
高

£

度
の

*
^
^
の
た
そ
へ
き
は
明
白
で
あ
る
。

.
第
四
は
、
原
則
的
の
，
又
は
地
方
的
に
定
め
ら
れ
る
最
高
限
度
の
範
圍
內
で
も
常
に
狀
況
判
斷
に
よ
っ
て
安
全
な
速
度
を
保
ウ
ベ
き

こ
と
を
蓮
轉
者

I

じ
て
？

こ
と
で
あ
る
。

i

者
は
、
i

.の
規
定

.に
依
る
最
高
速
度
の
制
限
內
に
於
て
、
道
路
及
び
交
通
の
狀

、、， 

■
 

(

5 
ン 

、 

0
 

況
にi

じ
公
衆
に
危
害
を
及
ぱ
す
虞
な
ぎ
速
度
及
び
方
法
を
以
て
蓮
轉
す
べ
さ

.

I規
定
し
て
居
る
と
と
、
.即
ち

之

で

あ

る

.

 ̂

. 

.

.

. .

.

.

.
 

. 

■

(

註
2 

V
.
.
同
第
冗一.

條
第
二
項
。
第
七
ニ
條
。
'
 

f

 

W
同
第
五1

條
第
三
項
0
.
. 

/

.(

註
4〕

.同
第
五1

i

四
項
0 

.
‘

.:(

註
6

)

同
第
五
ニ
條
。

以
と
の
四

I
に
就
て
、
特
に
奮
取
蹄
令
と
比
較
し
っ〜

考
廣
す
る
に
、
第
.

一

,の
自
動
享
の
種
類
別
に
よ
る
最
高
速
度
の
限
定
は
同 

寺
じ
奮
令
に
於
て
時
速
十
パ
哩
と
あ
っ
た
に
比
し
て
其
の
程
度
の
引
上
を
伴
？

居
る
£
と
が
目
に
著〜

此
の
黯
は
，
安
全
の
見
地 

道
路
i

の
安
全
i

顔
車
速
度
の
制
供
に
就
て
，
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道
路
交
通
の
安
全
I

動
取
遂
，度
の
-
制
膝
に
就
て
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r
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J

 

!
i
l
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.

.わ
ら
f

眼
り
は
、：r

見

し

た

所

で

は

逆

行

と

.云

は

ね

レ

は

を

な

5

0
特

に
|

的
の.
自

動

車

の

場

合

に

は

、
.唯

さ

へ

.引
上
げ
ら
に
た
.

•

, 

.，
な旧 
M も 

0

併

し

な

が

ら

、
肤

の

點

は

.、
#
.
の
{
が

全

施

設

の

進

'
 

步
に
你
頼
し
&

に
課
せ
ら
れ
る
置
義
務
の
效
跟
に
依
頼
し
、一

般
運
轉
者
に
課
せ
ら
れ
る
自
由
刺
謝
主
義
の
併
用
の
效
跟
に
依

.頼
し
て
敢
て
斷
行
し
た
も
の
で
t

ぅ
と
.考
へ
ら
れ
る
の
S

つ
て
、
交
通
能
率
と
交
通
安
.全
と
の
i

高
い
程
度
に
於
け
る
均
衡
を 

狙
つ
た
も
の
と
し
て
容
認
せ
ら
れ
得
る
。

.

第
二
の
點
、
即
ち
地
方
的
に
貴
な
る
最
高
限
度
を
定
め
る
途
を
開
.
s

i

に
關
し
て
は
、
舊
令
で
は
、
低
く
f

ら

て

ぁ

つ
I

 

則
的
の
限
俊
ょ
り
も
高
お
繁
地
方
的
に
設
け
き
と
が
許
さ
れ
て
居
た
の
で
ぁ
る
が
、，
新
令
で
は
、
救

急

的
自
I

及
び
I

単 

道
上
の
蓮
轉
の
場
合
の
外
は
、
高
く
定
め
ら
れ
I

.則
的
の
最
高
限
あ
以
下
に
制
f

れ
る
と
と
に
な
つ
た
。
其
處
に
は
I

的
I

 

步
は
無
ヵ
-
つ
た
か
も
知
れ
な
い
が
.
* 

.
^
^
^

く
も
形
が
整
つ
た
と
見
き
と
は
出
來
ょ
ぅ
。
.

.

第
四
の
I

I

に
關
す
る
自
由
I

i

.

の
併
用
は
、
會
に
無

か

つ
I

I

で
ぁ
る
が
，
そ
れ
は
I

の
I

I

引
上
と 

翻
聯
し
て
慕
で
t

と
は
云
ひ
な
が
ら
、.
.此

g

ま
と
無
關
係
に
考
へ
て
も
變
旦
つ
安
全
の
ら

の
f

i

f

の
i

て.此の

i

i

は大

I

f

i

i

な

き

。

.

.

f

i

r

要
す
る
に
現
行
自
動
車
取
縮
令
はr

速

度

制

限

の

點

か

ら

見

、
て
、
，奮

取

？

に

.
比
し
形
式
的
に
も
實
賈
的
に
も
進
境
の
認
む
べ
き 

も
の
ぁ>

9

こ
と
は
否
定
し
難5

所

で

ま

。
而
も
未
f

れ
以
上
に
望
み
得
べ
1

地
が
殘
つ
.
て

居

る

と

と

も

；
^
み

雞

お

で

ぁ

る

。

令
そ
の一

を
擧
げ
て2

!̂

れ
ぱ
.，
原
‘ぐ
的
な
最
高
速
度2

$

下
に
.
於
てJ

地
宫
が
必
要
と
認
め
を
場
合
に
は
、
更
に
佐
k

最
高
速
度
を
.

•
 

. 

.

.

.

 

-

 

JT1；

め
辱
る
こ
と
に
な
ウ
ズ
居
る
結
振
と
し
て
、
隣
接一

1

府
縣
の
間
で
も
最
高
速
读
に
相
達
を
來
し
、

に
跨
.が
る
自
0

車
交
盛
に

多
大
の
不
便
を
與
へ
る
.こ
と
と
な
る
を
免
れ
な
い
0

經
濟
的
地
域
は
政
洽
的
地
跋
.と
.其
の
境
界
を
等
し
く
す
る
も
の
で
は
な5

か
ら
、

斯
•
か
る
地
方
的
の
最
高
限
廣
を
設
け
た
場
合
に
は
、
當
該
府
縣
以
：̂
の
者
に
も
之
を
周
知
せ
し
め
る
爲
の
親
切
有
效
な
方
法
を
取
ら
し

め
る
と
と
、
例

.

《

ぱ
I

.

Q

境
界
に
l

i

s
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示
艺
め
る
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ら
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つ
て
異
な
る
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I
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」

て
、
緩
i

び
高
述
の
雨
i
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間
に
追
^

が
當
然
に
行
はr

i

る
と
-と
と
な
る
が
、
此
の
事
は
、
道
路
の
幅
員
が
廣
大
で
あ
つ
て
左
右
兩
側
と
も
に
數
事
線
を
有
す
る
が 

n

き
毅
合
に
は
間
題
は
無5

と
し
て
も
’
其
の
他
の
場
合
に
は
事
故
の
原
因
と
な
る
こ
と
が
少
く
な
レ
が
ら
，、
追
越
に
關
す
る
特
別
の 

體

を
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充
的
、に
截
け
る
必
耍
が
.あ
る
と
云
ふ
一
事
で
あ
る
。
而
し
て
此
の
點
に
於
て
は
、
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虔
に
關
し
て
云
ふ
眼
り
は
追
越
さ
れ 

ん
と
す
る
車
輔
が
今
ま
で
よ
り
も一

f

速
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め
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で
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局
追
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に
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る
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す
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當
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義
な
も
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、
追
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間
に
於
て
せ
、
追
越
す
側
の
阜
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の
速
度
も
極
め
て
高
：
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時
で
あ
り
、
從
つ
て
危
臉
の
極
め
て
大
な
る
時
で
あ
る
。
而
も
此
の
時
に
當
つ
て
蓮
轉
者
に
自
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抑
制
の
義
務. 

あ
る
こ
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交
通
：の
狀
況
に
應
じ
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衆
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危
害
を
及
？

の
虞
な
き
速
度
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.
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，を
以
て
す
べ
し」

と
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自
由
制
斷
主
義
の
規
定
，
 

の
み
を
以
て
し
て
は
、
未
だ
充
分
に
之
を
銘
記
せ
し
め
ら
れ
難
レ
か
ら
で
あ
る
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す
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に
合
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速
度
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以
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進
行
し
つ
、
を
他
の
自
動
車
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よ
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て
追
越
さ
れ
ん
と
す
る
自
動
取
の
蓮
轉
者
は
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.追
越
さ
ん
と
す
る
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年
が
適
當
に
し
て
且
つ
聽
き
取
り
得
る
信
號

を

與

へ

か

-る
 

場
合
に
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其
の
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に
進
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る
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機
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要
領
を
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し
く
捕
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し
て
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是
に
的
確
な
る
批
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下
さ
ん
と
す
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と
つ
て
は
企
及
し
得
べ
か
ら
ざ
る
難
事
業
で
あ
る
か
も
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れ
*
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あ
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所
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献
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